
響け号令、届け安心!

大津町役場職員採用試験
令和８年度保険料　免除申請の受付開始
夏休みスペシャル in 児童館
都市対抗野球大会本選出場！

今月のいちおし！
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昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）
８
月
１
日
、
１
町
５
村
（
旧
大
津
町
、
旧
護
川
村
【
一
部
】、
旧
平
真
城
村
、
旧
陣
内
村
、

旧
瀬
田
村
【
一
部
】、
旧
錦
野
村
【
一
部
】）
が
一
つ
に
な
り
、
現
在
の
大
津
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

新
し
い
町
の
歩
み
と
と
も
に
発
刊
さ
れ
て
き
た
の
が
町
の
広
報
紙
で
す
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
過
去
の
広
報
紙
か
ら
大
津
町
70
年
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、

平
成
28
年
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と
向
か
う
約
10
年
間
で
す
。
熊
本
地
震
と
い
う
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大
き
な

災
害
を
乗
り
越
え
、
町
民
同
士
の
絆
を
深
く
育
ん
だ
復
興
の
歩
み
。
そ
し
て
、
半
導
体
関
連
企
業
の
進
出
や
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
次
な
る
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
扉
が
開
か
れ
て
い
く
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。
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つ
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い
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大
き
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災
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を
乗
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え
、
町
民
同
士
の
絆
を
深
く
育
ん
だ
復
興
の
歩
み
。
そ
し
て
、
半
導
体
関
連
企
業
の
進
出
や
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
次
な
る
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
扉
が
開
か
れ
て
い
く
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

70
周
年
の
集
大
成
、
そ
し
て
未
来
へ
３
号
連
続
で
お
届
け
し
て
き
た
「
広
報
紙
で
振
り
返
る
大
津
町
」
そ
の
紙
面
に
は
、

大
津
町
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
時
代
を
懸
命
に
生
き
た
人
々
の
暮
ら
し
や
思
い
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
創
刊
当
初
の
白
黒

印
刷
の
時
代
か
ら
、カ
ラ
ー
化
、そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
へ
。
広
報
紙
は
時
代
と
と
も
に
そ
の
姿
を
変
え
な
が
ら
も
、

常
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
存
在
と
し
て
、
大
津
町
の
歩
み
を
記
録
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
町
の
発
展
を
伝
え
る
喜
び

の
日
も
、
災
害
や
困
難
に
直
面
し
た
試
練
の
日
も
、
広
報
紙
は
そ
の
時
々
の
出
来
事
と
人
々
の
声
を
紙
面
に
残
し
て
き
ま

し
た
。
誕
生
と
発
展
の
時
代
（
昭
和
31
年
〜
昭
和
60
年
）、
イ
ン
フ
ラ
充
実
と
躍
進
の
時
代
（
昭
和
61
年
〜
平
成
27
年
）、

そ
し
て
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
と
絆
の
時
代
（
平
成
28
年
〜
令
和
８
年
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
は
異
な
る
課
題
や
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
よ
り
良
い
ま
ち
を
築
こ
う
と
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
歩
み
が
あ
り
ま
し
た
。

広
報
紙
の
役
割
も
ま
た
、
時
代
と
と
も
に
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
形
や
手
法
が
ど
れ
ほ
ど
変
わ
ろ
う
と
も
、

町
の
出
来
事
や
人
々
の
営
み
、
そ
し
て
地
域
に
息
づ
く
思
い
を
記
録
し
、
未
来
へ
伝
え
て
い
く
と
い
う
使
命
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
と
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
大
津
町
は
こ
れ
か
ら
も
変
化
を
恐
れ
ず
、
新
た
な

挑
戦
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
広
報
紙
も
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
続
け
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔

や
挑
戦
、
地
域
の
出
来
事
を
記
録
し
な
が
ら
、
未
来
へ
向
か
う
大
津
町
の
物
語
を
紡
ぎ
続
け
て
い
き
ま
す
。
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ま
と
め

平成28年（2016年）

令和５年（2023年） 平成31年/令和元年（2019年）

　平成28年４月、熊本地震が大津町を襲い、町内
各地で大きな被害が発生しました。繰り返される余
震やライフラインの寸断により、多くの町民が不安
な日々を余儀なくされ、町全体が混乱と緊張に包ま
れました。そのような状況の中、広報紙は被災した
人々をつなぐ架け橋として、避難所情報や生活支援、
各種手続きなど、暮らしに欠かせない情報を届け続
けました。刻々と変化する状況の中で正確な情報を
迅速に発信し、町民一人ひとりの安心につなげると
ともに、地域が支え合い、復興へ向かうための大切
な役割を担いました。広報紙は単なる情報伝達の手
段ではなく、町民の不安に寄り添いながら「命と暮
らしを守る情報源」として機能し、困難な時期を乗
り越えるための大きな支えとなったのです。

　震災直後の混乱期には、緊急でお
知らせする必要がある情報を届ける
ため、避難所を中心に「ほぼ日刊広
報おおづ」を発行しました。
　給水や支援物資、り災証明書の発
行など、生活に直結する情報を迅速
に提供し、震災から１カ月の節目を
迎えた No.23 をもって休止、通常
の広報紙制作へと移行しました。

「命と暮らしを守る」広報紙の役割「命と暮らしを守る」広報紙の役割
熊本地震と「ほぼ日刊広報おおづ」熊本地震と「ほぼ日刊広報おおづ」熊本地震と「ほぼ日刊広報おおづ」

　震災からの復興は、町民同士の助け合いなしには語ることができません。平成
28年４月の熊本地震により、大津町も大きな被害を受けましたが、多くの人々が
支え合い、励まし合いながら、一歩ずつ復興への道を歩んできました。広報紙では、
道路や公共施設の復旧状況など復興に向けた歩みを伝えるとともに、地域で力を
合わせる住民の姿や、ボランティア活動に取り組む人々の思いを数多く紹介して
きました。また、復興イベントや地域行事で見せる笑顔、再びにぎわいを取り戻
していくまちの風景を写真とともに届けることで、希望の灯を町全体で分かち合っ
てきました。困難な状況の中で生まれた支え合いの心、そして試練を乗り越える
中でより強く結ばれた人と人とのつながり。その「人の絆」を映し出す紙面は、
復興の記録であると同時に、大津町が持つ強さと優しさを未来へ伝える大切な財
産となっています。

▲2016年６月号▲2016年６月号▲2016年６月号

▲2016年５月号▲2016年５月号▲2016年５月号

◀2020年６月号◀2020年６月号◀2020年６月号

▲2020年５月号▲2020年５月号▲2020年５月号

▲2019年４月号▲2019年４月号▲2019年４月号

▲2023年11月号▲2023年11月号▲2023年11月号▲2023年７月号▲2023年７月号▲2023年７月号

復興の歩みと「人の絆」復興の歩みと「人の絆」復興の歩みと「人の絆」
ファインダー越しに見る助け合いファインダー越しに見る助け合いファインダー越しに見る助け合い　震災からの復興を遂げた大津町は今、町村合併70周年という大きな

節目を迎え、その歩みを振り返るとともに、さらなる未来へ向けて新
たな一歩を踏み出しています。近年では、半導体関連企業の進出により、
町を取り巻く環境が大きく変化し、新たな時代に向けたまちづくりが
進められています。こうしたまちの変化や未来への展望は、広報紙に
おいても重要なテーマとして取り上げられてきました。新たな産業に
よる地域活性化への期待や、国際色豊かな地域社会の形成、次世代を
担う子どもたちの成長を支える施策など、未来志向の特集が紙面を彩っ
ています。70年の歴史の中で培われた地域の絆と誇りをもとに、大津
町は今、新たな可能性に満ちた未来へと歩みを進めています。広報紙
はこれからも、その変化の瞬間や町民の思いを記録しながら、未来へ
向かう大津町の姿を伝え続けていきます。

未来志向のまちづくり：現在からその先へ未来志向のまちづくり：現在からその先へ未来志向のまちづくり：現在からその先へ
半導体関連企業進出と新たな地域づくり半導体関連企業進出と新たな地域づくり半導体関連企業進出と新たな地域づくり

　経験したことのないパンデミックは、住民一人ひとりの支え合いなしには乗
り越えることができません。新型コロナウイルスの感染拡大により、私たちの
まちもこれまで経験したことのない困難に直面しましたが、多くの人々が互い
を気遣い、励まし合いながら、新しい生活様式への適応と感染症対策の道を歩
んできました。
　広報紙では、刻々と変わる感染状況や、ワクチン接種の進捗など公衆衛生に
関する情報発信をしてきました。また、オンラインで開催された地域イベント
の様子、マスク越しに見せる笑顔、そして再び少しずつ活気を取り戻していく
まちの風景を写真とともに届けることで、決して失われない希望の光を地域全
体で分かち合ってきました。
　先の見えない状況の中で深まった「思いやりの心」、そして直接会うことが
難しい中でも、新しい形でより強く結ばれた人と人との「つながり」。その「絆」
を映し出す広報紙の紙面は、この時代を生き抜いた記録であると同時に、私た
ちのまちが持つ強さと優しさを未来へ伝える大切な財産となっています。

広報紙が紡ぐ、コロナ禍の絆と希望広報紙が紡ぐ、コロナ禍の絆と希望広報紙が紡ぐ、コロナ禍の絆と希望

令和２年（2020年）

平成31年/令和元年（2019年）
新元号「令和」へ

平成31年/令和元年（2019年）
新元号「令和」へ

平成31年/令和元年（2019年）
新元号「令和」へ

令和7年（2025年）
大阪・関西万博開催
令和7年（2025年）
大阪・関西万博開催
令和7年（2025年）
大阪・関西万博開催

令和3年（2021年）
東京オリンピック・パラリンピック

開催

令和3年（2021年）
東京オリンピック・パラリンピック

開催

令和3年（2021年）
東京オリンピック・パラリンピック

開催

平成28年～令和８年８月までの主な出来事

熊本地震

おおづ図書館が「子供の読書活動優秀
実践図書館」として文部科学大臣表彰

役場庁舎解体

人口35,000人突破

JR豊肥本線全線運転再開

国道57号現道・北側復旧ルート開通

からいもくん像完成

町長選挙　金田英樹氏当選

新型コロナウイルスワクチン接種開始

役場新庁舎落成

役場新庁舎開庁

熊本復興プロジェクト「ゾロ像」完成

道の駅大津にオートバイ神社を設立

新型コロナウイルス感染症の
分類「５類」に引き下げ

「大津町水力発電所」完成

江藤家住宅熊本地震復旧工事竣工

大津町町村合併70周年を迎える

4月

4月

11月

７月

８月

10月

１月

５月

６月

７月

１月

11月

５月

８月

３月

８月

2016年

2017年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

2026年

平成28年

平成29年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

令和８年

元号 西暦 月 出来事

４月 熊本地震発生４月 熊本地震発生

ほぼ日刊広報おおづほぼ日刊広報おおづ

役割役割

2広報おおづ 2026.7
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ま
す
。
創
刊
当
初
の
白
黒

印
刷
の
時
代
か
ら
、カ
ラ
ー
化
、そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
へ
。
広
報
紙
は
時
代
と
と
も
に
そ
の
姿
を
変
え
な
が
ら
も
、

常
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
存
在
と
し
て
、
大
津
町
の
歩
み
を
記
録
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
町
の
発
展
を
伝
え
る
喜
び

の
日
も
、
災
害
や
困
難
に
直
面
し
た
試
練
の
日
も
、
広
報
紙
は
そ
の
時
々
の
出
来
事
と
人
々
の
声
を
紙
面
に
残
し
て
き
ま

し
た
。
誕
生
と
発
展
の
時
代
（
昭
和
31
年
〜
昭
和
60
年
）、
イ
ン
フ
ラ
充
実
と
躍
進
の
時
代
（
昭
和
61
年
〜
平
成
27
年
）、

そ
し
て
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
と
絆
の
時
代
（
平
成
28
年
〜
令
和
８
年
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
は
異
な
る
課
題
や
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
よ
り
良
い
ま
ち
を
築
こ
う
と
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
歩
み
が
あ
り
ま
し
た
。

広
報
紙
の
役
割
も
ま
た
、
時
代
と
と
も
に
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
形
や
手
法
が
ど
れ
ほ
ど
変
わ
ろ
う
と
も
、

町
の
出
来
事
や
人
々
の
営
み
、
そ
し
て
地
域
に
息
づ
く
思
い
を
記
録
し
、
未
来
へ
伝
え
て
い
く
と
い
う
使
命
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
と
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
大
津
町
は
こ
れ
か
ら
も
変
化
を
恐
れ
ず
、
新
た
な

挑
戦
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
広
報
紙
も
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
続
け
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔

や
挑
戦
、
地
域
の
出
来
事
を
記
録
し
な
が
ら
、
未
来
へ
向
か
う
大
津
町
の
物
語
を
紡
ぎ
続
け
て
い
き
ま
す
。

昭昭
和和和和
3311
年
（
１
９
５
６
年
）
８
月
１
日
、
１
町
５
村
（
旧
大

年
（
１
９
５
６
年
）
８
月
１
日
、
１
町
５
村
（
旧
大大
津
町
、
旧
護
川
村

大
津
町
、
旧
護
川
村

広
報
紙
で
振
り
返
る
大
津
町

広
報
紙
で
振
り
返
る
大
津
町
平成28年

⬇
令和８年

ま
と
め

平成28年（2016年）

令和５年（2023年） 平成31年/令和元年（2019年）

　平成28年４月、熊本地震が大津町を襲い、町内
各地で大きな被害が発生しました。繰り返される余
震やライフラインの寸断により、多くの町民が不安
な日々を余儀なくされ、町全体が混乱と緊張に包ま
れました。そのような状況の中、広報紙は被災した
人々をつなぐ架け橋として、避難所情報や生活支援、
各種手続きなど、暮らしに欠かせない情報を届け続
けました。刻々と変化する状況の中で正確な情報を
迅速に発信し、町民一人ひとりの安心につなげると
ともに、地域が支え合い、復興へ向かうための大切
な役割を担いました。広報紙は単なる情報伝達の手
段ではなく、町民の不安に寄り添いながら「命と暮
らしを守る情報源」として機能し、困難な時期を乗
り越えるための大きな支えとなったのです。

　震災直後の混乱期には、緊急でお
知らせする必要がある情報を届ける
ため、避難所を中心に「ほぼ日刊広
報おおづ」を発行しました。
　給水や支援物資、り災証明書の発
行など、生活に直結する情報を迅速
に提供し、震災から１カ月の節目を
迎えた No.23 をもって休止、通常
の広報紙制作へと移行しました。

「命と暮らしを守る」広報紙の役割「命と暮らしを守る」広報紙の役割
熊本地震と「ほぼ日刊広報おおづ」熊本地震と「ほぼ日刊広報おおづ」熊本地震と「ほぼ日刊広報おおづ」

　震災からの復興は、町民同士の助け合いなしには語ることができません。平成
28年４月の熊本地震により、大津町も大きな被害を受けましたが、多くの人々が
支え合い、励まし合いながら、一歩ずつ復興への道を歩んできました。広報紙では、
道路や公共施設の復旧状況など復興に向けた歩みを伝えるとともに、地域で力を
合わせる住民の姿や、ボランティア活動に取り組む人々の思いを数多く紹介して
きました。また、復興イベントや地域行事で見せる笑顔、再びにぎわいを取り戻
していくまちの風景を写真とともに届けることで、希望の灯を町全体で分かち合っ
てきました。困難な状況の中で生まれた支え合いの心、そして試練を乗り越える
中でより強く結ばれた人と人とのつながり。その「人の絆」を映し出す紙面は、
復興の記録であると同時に、大津町が持つ強さと優しさを未来へ伝える大切な財
産となっています。

▲2016年６月号▲2016年６月号▲2016年６月号

▲2016年５月号▲2016年５月号▲2016年５月号

◀2020年６月号◀2020年６月号◀2020年６月号

▲2020年５月号▲2020年５月号▲2020年５月号

▲2019年４月号▲2019年４月号▲2019年４月号

▲2023年11月号▲2023年11月号▲2023年11月号▲2023年７月号▲2023年７月号▲2023年７月号

復興の歩みと「人の絆」復興の歩みと「人の絆」復興の歩みと「人の絆」
ファインダー越しに見る助け合いファインダー越しに見る助け合いファインダー越しに見る助け合い　震災からの復興を遂げた大津町は今、町村合併70周年という大きな

節目を迎え、その歩みを振り返るとともに、さらなる未来へ向けて新
たな一歩を踏み出しています。近年では、半導体関連企業の進出により、
町を取り巻く環境が大きく変化し、新たな時代に向けたまちづくりが
進められています。こうしたまちの変化や未来への展望は、広報紙に
おいても重要なテーマとして取り上げられてきました。新たな産業に
よる地域活性化への期待や、国際色豊かな地域社会の形成、次世代を
担う子どもたちの成長を支える施策など、未来志向の特集が紙面を彩っ
ています。70年の歴史の中で培われた地域の絆と誇りをもとに、大津
町は今、新たな可能性に満ちた未来へと歩みを進めています。広報紙
はこれからも、その変化の瞬間や町民の思いを記録しながら、未来へ
向かう大津町の姿を伝え続けていきます。

未来志向のまちづくり：現在からその先へ未来志向のまちづくり：現在からその先へ未来志向のまちづくり：現在からその先へ
半導体関連企業進出と新たな地域づくり半導体関連企業進出と新たな地域づくり半導体関連企業進出と新たな地域づくり

　経験したことのないパンデミックは、住民一人ひとりの支え合いなしには乗
り越えることができません。新型コロナウイルスの感染拡大により、私たちの
まちもこれまで経験したことのない困難に直面しましたが、多くの人々が互い
を気遣い、励まし合いながら、新しい生活様式への適応と感染症対策の道を歩
んできました。
　広報紙では、刻々と変わる感染状況や、ワクチン接種の進捗など公衆衛生に
関する情報発信をしてきました。また、オンラインで開催された地域イベント
の様子、マスク越しに見せる笑顔、そして再び少しずつ活気を取り戻していく
まちの風景を写真とともに届けることで、決して失われない希望の光を地域全
体で分かち合ってきました。
　先の見えない状況の中で深まった「思いやりの心」、そして直接会うことが
難しい中でも、新しい形でより強く結ばれた人と人との「つながり」。その「絆」
を映し出す広報紙の紙面は、この時代を生き抜いた記録であると同時に、私た
ちのまちが持つ強さと優しさを未来へ伝える大切な財産となっています。

広報紙が紡ぐ、コロナ禍の絆と希望広報紙が紡ぐ、コロナ禍の絆と希望広報紙が紡ぐ、コロナ禍の絆と希望

令和２年（2020年）

平成31年/令和元年（2019年）
新元号「令和」へ

平成31年/令和元年（2019年）
新元号「令和」へ

平成31年/令和元年（2019年）
新元号「令和」へ

令和7年（2025年）
大阪・関西万博開催
令和7年（2025年）
大阪・関西万博開催
令和7年（2025年）
大阪・関西万博開催

令和3年（2021年）
東京オリンピック・パラリンピック

開催

令和3年（2021年）
東京オリンピック・パラリンピック

開催

令和3年（2021年）
東京オリンピック・パラリンピック

開催

平成28年～令和８年８月までの主な出来事

熊本地震

おおづ図書館が「子供の読書活動優秀
実践図書館」として文部科学大臣表彰

役場庁舎解体

人口35,000人突破

JR豊肥本線全線運転再開

国道57号現道・北側復旧ルート開通

からいもくん像完成

町長選挙　金田英樹氏当選

新型コロナウイルスワクチン接種開始

役場新庁舎落成

役場新庁舎開庁

熊本復興プロジェクト「ゾロ像」完成

道の駅大津にオートバイ神社を設立

新型コロナウイルス感染症の
分類「５類」に引き下げ

「大津町水力発電所」完成

江藤家住宅熊本地震復旧工事竣工

大津町町村合併70周年を迎える

4月

4月

11月

７月

８月

10月

１月

５月

６月

７月

１月

11月

５月

８月

３月

８月

2016年

2017年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

2026年

平成28年

平成29年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

令和８年

元号 西暦 月 出来事

４月 熊本地震発生４月 熊本地震発生

ほぼ日刊広報おおづほぼ日刊広報おおづ

役割役割

3 広報おおづ 2026.7
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募集要項
９月20日（日）

令和８年度令和８年度令和８年度

大津町役場大津町役場大津町役場

●なぜ、役場で仕事をしようと思ったのですか？
中高生のころから「人の役に立つ仕事がしたい」という思いがあり、将来について考えたとき、
地域の方々の生活を支え、身近なところで人のために働くことができる公務員という仕事に魅
力を感じるようになりました。

　役場で働くことを決めた理由は、住民の方と関わりながら町とともに自分も成長をしていきた
いと考えたからです。

●役場でどんな仕事をしていますか？
　新規採用後に農政課へ配属され、農地や農業用水路などの保全活動を支援する補助金の交

付事務や農業土木工事の補助事務を担当しています。
●仕事で印象深かったことは？
　住宅街の近くにサルが出没したとの問い合わせを受け、先輩と一緒に現地へ追い払い対応

に向かったことです。当初は猿の追い払いも役場の仕事であることに驚いた記憶がありま
す。対応後には近隣住民の方から感謝の言葉をいただき、地域に関わる仕事のやりがいを
感じられました。

●職場の雰囲気はどうですか？
　明るく相談しやすい雰囲気の職場です。現場対応が多

い課のため、情報共有を大切にしながら業務を行って
います。

●先輩からのメッセージをお願いします！
今も未来もみんなが幸せであり続けられるまち、大津
をともに作っていきましょう！

先輩職員の声

入庁２年目
採用職種：行政 農政課

■申し込み・問い合わせ
　役場総務課　人事秘書係　☎096（293）3111

各職種の受験資格については、
試験案内をご確認ください。
試験案内は町ホームページから
ダウンロードしていただくか、
役場総務課にも用意しています。

■試験会場　大津町役場

■採用日　令和９年４月１日（予定）

このほかにも幅広い仕事があ
り、職員は数年ごとに部署を
異動して仕事を行っています。

試験日

７月27日（月）～８月14日（金）申込期間

職員採用試験

詳しくはこちら

町はこんな職員を
求めています！
・住民の目線で仕事ができる人
・笑顔でコミュニケーションができる人
・前向きに仕事に取り組むことができる人

専用フォームから申し込みが可能です。
ホームページにリンクを掲載しています。

一般事務

行　　政

高卒程度 ３人

３人

３人大卒程度

行　　政

土 　 木 高卒程度

職　種 試験程度 採用予定人数

１人

土 　 木

学 芸 員 民間企業等職務経験者

民間企業等職務経験者

民間企業等職務経験者

１人

１人

１人
一般事務

（障がい者対象） 高卒程度

役場職員は
こんな仕事も
しています。

・まちの魅力を活かした観光イベントの実施　・路線バスへの運行補助や乗合タクシーの運行
・町内の小中学校の増改築、教育施設の整備や修繕　・道路の新設や整備 駅周辺のまちづくり
・地震、台風などの災害時の避難所運営　・選挙の際の投票所での事務、開票作業

あなたも大津町で
働いてみませんか？
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国民
年金

●問い合わせ　役場住民課　住民係　☎096（293）3112

令和８年度保険料
免除申請の受付開始

●対　　象　　本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の人
●免除期間　　７月～翌年６月
●必要なもの　免許証などの身分証明書
　　　　　　　失業の場合…離職票、雇用保険受給資格者証
●注　　意　　�免除申請ができるのは申請時点から２年１カ月前まで

の期間

■保険料の猶予制度
納付猶予 ……�50歳未満の人で国民年金保険料を納め

るのが困難な人は、申請をして承認さ
れると、保険料の納付が猶予されます。

出張年金相談所をご利用ください�
毎月第３金曜日に年金事務所相談員による「出張年金相談所」を開設しています。予約制です。

　●年金に関する問い合わせ　熊本西年金事務所　　☎096（353）0142　（自動音声案内「１」→「２」）
　●出張年金相談所の予約　　役場住民課　住民係　☎096（293）3112

令和８年度保険料と受給額

保険料 老齢基礎年金
の受給割合

全額免除 0円 ８分の４
４分の３免除 ４，４８０円 ８分の５
半額免除 ８，９６０円 ８分の６

４分の１免除 １３，４４０円 ８分の７
全額納付 １７，９２０円 ８分の８

■「免除・猶予」と「未納」の違い
①老後の年金に反映
　免除・猶予の全ての期間が、老齢基礎年金を受給する
ための資格期間に反映します。

②老後の年金額に一部算入
　免除期間は、減額しますが老齢基礎年金額の計算に算
入します。猶予期間は算入しません。

③障害・遺族年金も保障
　免除・猶予の全ての期間が、国民年金から支給される
障害基礎年金と遺族基礎年金を受給するための資格期間
に入れることができ、万一の場合は満額保障することが
できます。

■「追納制度」があります�
　免除された保険料は、10年以内であれば、後から納めることができます。
※免除・猶予した年度から２年経過した分は加算額が上乗せします。
追納を行う場合は、申し込みが必要です。詳しくは、年金事務所にご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■産前産後期間の
　保険料免除制度があります
　国民年金第１号被保険者を対象にした産前産後期間の
保険料免除制度があります。
　出産予定日か出産日が属する月の前月から４カ月間の
国民年金保険料を免除します。多胎妊娠の場合は、出産
予定日か出産日が属する月の３カ月前から６カ月間の国
民年金保険料を免除します。出産予定日の６カ月前から
届出可能です。

経済的理由や災害などで保険料を納めることが困難なときは、保険料の全額か一部の納付が
免除される場合があります。

「免除制度」とは

ねんきんネット
（年金情報の確認や各種手
続きができるサービス）
はこちら▼
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至 菊池至 菊池至 菊池

至 空港至 空港至 空港

本
田
技
研

護川小

杉水公園

ローソン

ガソリン
スタンド

児童館
国道325号国道325号国道325号

※熱中症対策として、飲み物を持ってきてね！
※保護者同伴でなくても参加可能です。（その④野菜を食べよう以外）

●問い合わせ ☎096（292）9777町人権啓発福祉センター児童館
●予約受付 月～金（午前８時30分～午後５時）※土、日、祝日を除く

日　時

定　員

講　師 参加費

７月22日（水）

30人程度（小学生対象）

無料 飲み物持参園田 亮さん

申込フォーム▶

　今年も児童館では、夏休みを楽しく過ごせるように、たくさんのスペシャルな行事を計画しました。
皆さんの参加を待っています！　※それぞれ締め切り日が違います。詳しくは児童館へお問い合わせください！

in児童館

㧋ߨߡ߈ߦ߮ߘ޽

ᄐભߩߘ࡞ࡖࠪࡍࠬߺԘ

駐在さんに学ぼう～楽しく交流～

夏休み勉強会

申込期限　７月１日(水)～17日(金)

午前 10 時～正午
（午前 9 時 30 分～受付）

日　時

定　員

講　師 参加費

７月27日（月）

30人程度（小学生対象）

無料 飲み物持参中村 里美さん

ᄐભߩߘ࡞ࡖࠪࡍࠬߺԙ

絵画教室

申込期限　７月１日(水)～17日(金)

午前 10 時～正午
（午前 9 時 30 分～受付）

日　時

定　員

講　師 参加費

８月４日（火）

日　時 7月24日（金）、7月31日（金）、8月７日（金）
午前９時～午後5時

30人程度（小学生対象）

場　所 町人権啓発福祉センター（和室）

無料 飲み物持参隅倉 雄一さん

ᄐભߩߘ࡞ࡖࠪࡍࠬߺԚ

ᄐભ࡞ࡖࠪࡍࠬߺ․೎✬

おもしろ・不思議体験 in 児童館

申込期限　７月１日(水)～24日(金)

午前 10 時～正午
（午前 9 時 30 分～受付）

日　時

定　員

８月18日（火）

15組程度（幼児対象）※保護者同伴

参加費 無料 飲み物持参

ᄐભߩߘ࡞ࡖࠪࡍࠬߺԛ

夏野菜をたべよう～親子でクッキング～

申込期限　７月１日(水)～８月５日(水)

午前 10 時 30 分～正午
（午前 10 時 00 分～受付）

「小学生～高校生」を対象に自習室の解放をします。
夏休みの宿題や試験勉強にご活用ください！

※１：出入り自由、当日来館も可能です。
※２：水筒、昼食等は各自ご準備ください。

幼児向け

その だ　りょう

すみのくら  ゆう いち

なかむら　さと  み
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ほうかつ
便 り ●問い合わせ　町地域包括支援センター　☎096（292）0770

　65歳以上の介護が必要になった要因として、最も多いのが認知症、次いで脳血管疾患が挙げられています。
　町では、後期高齢者医療制度の被保険者に対して、生活習慣病の重症化予防や介護予防を目的とし、保健師・
管理栄養士の訪問による保健指導および栄養指導に取り組んでいます。健診結果の数値の見方や食事の摂り方
などの生活習慣に関するアドバイスを行います。対象となる人には、７～８月頃に通知を送付します。

　様々な食品を摂っている人ほど筋肉量が多く、体力（握力や歩行速度）が高いことがわかっています。季節の旬
の食材を取り入れたり、不足している食材があれば次の食事のメニューに加えたりしながら食事を楽しみましょう。

健康長寿を支える取り組み
੺⼔੍㒐ߢ⪲⸒วߩޢߊߛߚ޿ߦ߆߿߉ߦ޽ߐޡ

令和7年度の健康診査受診者のうち、
健診結果が以下の項目に該当する人

栄養バランスをチェック！

①Ⅱ度高血圧（収縮期血圧 160mmHg または拡張期血圧 100mmHg）以上で未治療

②高血糖 HbA1c 8.0% 以上で未治療

③尿たんぱく 2+ 以上

④腎機能低下 eGFR 30mL/min/1.73m² 未満

⑤心房細動

覚える 食べポの 10食品群

体の機能を維持するためには

多様な食品から
栄養素を補うことが重要です。

右の 10食品群の中で食べたものを

１食品群＝食べポ１点と数えます。

右の 10食品群のうち

１日７点以上  を目指しましょう！

健康長寿の『食べる』のポイント

いろいろ食べポ

※ 東京都健康長寿医療センター研究所　健康長寿新ガイドライン策定委員会

※

さかな あぶら

O
IL

いも 大豆製品 くだものたまご

にく やさい 海藻牛乳 乳製品

に

「さあにぎやかにいただく」は、東京都健康長寿医療センター研究所が開発した
食品摂取多様性スコアを構成する 10 の食品群の頭文字をとったもので、ロコモチャレンジ！推進協議会が考案した合言葉です。

少しでも料理の中に入っていれば OK ！

対
象
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子育てカフェ（月1回、無料・要予約）

役場子育て支援課
☎096（293）5981

日時

場所

保健師や保育士などが対応します。
気軽にお越しください！

７月 23日（木）
午前10時～午後３時30分
オークスプラザ（集会室）

協力

申込

NPO法人ペアレント
ネットワーク
電話または
二次元コード

85

子育てイベント
情報チラシで
最新情報を
ゲットしよう！

　夏の日差しが強いとき、子どもの体感温度は、大人よりもなんと約７℃も高
い！これは子どもの体が地面に近く、太陽の光の照り返しの影響を多く受けるか
らです。熱中症の症状と予防策を知り、熱中症対策をしましょう！

まず予防をしよう！

応急処置の方法を知る

もしもに備えて熱中症の症状を知る

１

２

３

こまめな
水分補給

軽度・初期
・めまい・立ちくらみ
・ふらふらする
・こむら返り、筋肉痛
・大量の汗をかく

中　度
・頭痛、吐き気
・気分が悪い
・嘔吐
・だるい
・力が入らない

重　度
・呼びかけに応じない
・体のガクガクとした
  ひきつけ
・けいれん
・体が熱い（高体温）

定期的な
休息

しっかり
睡眠をとる

・涼しい場所に寝かせる　　・冷たく濡れたタオルで体を拭く
・わきの下や首など太い血管のあるところを氷で冷やすなど
※呼びかけに応じない場合や意識状態に異変がある場合はすぐに救急車を！！

子どもの に注意しましょう！熱中症

ひ　
　

と

ひ　
　

と

ひ　
　

と

めめめめ

きききき
らららら

くくくく
男
女
男
女
男
女

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
48
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
48
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
48
】

●
問
い
合
わ
せ
　

　
役
場
人
権
推
進
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）０
８
６
３

男女共同参画審議会委員

安
やす
永
なが
 千
ち
春
はる

さん

　

私
が
大
津
町
に
移
住
し
て
30
年
が
た
ち

ま
し
た
。
結
婚
を
し
、
子
育
て
も
少
し
落

ち
着
い
た
頃
、
商
工
会
か
ら
お
声
掛
け
を

い
た
だ
き
、
昨
年
か
ら
男
女
共
同
参
画
審

議
会
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
期
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年

は
「
男
女
共
同
参
画
と
は
何
か
」
と
い
う

基
本
的
な
こ
と
か
ら
学
び
始
め
、
会
議
や

研
修
、
中
学
校
で
の
出
前
講
座
な
ど
を
通

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
昭
和
・
平
成
の
時
代
に
育
ち
、

「
男
は
働
き
、
女
は
家
事
や
育
児
を
す
る
」

と
い
う
考
え
方
が
ま
だ
根
強
い
環
境
の
中

で
成
長
し
ま
し
た
。
誰
か
に
教
え
ら
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
男
と
は
こ
う

あ
る
べ
き
」「
女
と
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と

い
う
価
値
観
を
自
然
に
受
け
入
れ
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

審
議
会
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、

今
は
若
い
世
代
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
男
性
も
女
性
も
お
互
い

を
尊
重
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
選
べ
る
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
は
特
別
な
こ
と
で
は
な

く
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
相
手
を
思
い
や

り
、
認
め
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
こ
の
町
で

暮
ら
し
た
い
」「
い
つ
か
帰
っ
て
き
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
大
津
町
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。



vol.02 魅力魅力魅力 発見！発見！発見！大津町の大津町の 「地域おこし協力隊」が、大津町で発見したこと を 
隔月で紹介。 5 ・ 7 ・ 9 月は 町のシティプロモー
ションに携わる 藤 友里江さん です。

　2024年に地域おこし協力隊とし
て大津町に来て、まず「肥後大津民
芸造花保存会」に入りました。町の

施設やお店に飾られている梅の造花を見て、一目ぼ
れしたのがきっかけです。
　実際に作ってみると、各パーツを切り、丸め、撚
りながら花を作る繊細な作業の連続。さらに花をつ
ける枝には本物の梅の木を使い、生き生きとした枝
ぶりを表現します。

　一株には、100個近い花やつぼみをつけることも
あり、完成までにはたくさんの工程があります。
　会員の中には50年以上続けてこられた先輩もい
らっしゃり、その技術はまさに職人技です。

とう ゆ     り     え

藤さんが作成した
梅の造花のパンフ
レットはこちら▶

大津町の梅の造花！

　最近は町外、特に海外か
ら梅の造花を見に来る方も
増えていて、町内外で価値
が認められています。江戸
時代から続くこの伝統的民
芸品の担い手となれるよう、
私も日々修業しています。
　現在、新たな会員も募集
中です！詳しくは13ページ
をご覧ください。
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役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

樹木粉砕車がやってきます樹木粉砕車がやってきます樹木粉砕車がやってきます くまもとの地下水を育む
　　　　　　　募金箱のご案内
くまもとの地下水を育む
　　　　　　　募金箱のご案内
くまもとの地下水を育む
　　　　　　　募金箱のご案内

　家庭の庭仕事などで出た剪
せん　てい
定枝や木くずをチップとし

てリサイクルします。処理を希望する人は、期限までに
予約（役場環境保全課窓口又は電話予約）をして、直接、
緑のリサイクルセンター（日野総合管理）か下記の収集場
所までお持ちください（戸別収集は行っていません）。

●予約期限　７月23日（木） 午後５時まで 　
●実施日　   ７月25日（土） 下記のとおり
●費用　　　無料

※木の根、木の実が付いた枝などは、機械故障の原因になる
ため、収集できません。また、竹も収集しませんのでご注
意ください。

※当日の収集には、確認のため立ち会いが必要です。

　家公益財団法人くまもと地下水財団では熊本地域の宝
である地下水を守るため、さまざまな活動を行なってい
ます。
　その財源を広く募ることを目的に、各市町村役場など
に募金箱を設置しています。

　大津町では、役場１階総合
案内前に募金箱を設置してい
ます。
　集まった募金は、森の保全
や冬場の水田への水張りなど、
さまざまな地下水保全事業に
活用します。
　住民の皆さんの行動が、未
来の地下水保全につながりま
す。かけがえのない熊本の地
下水を未来に残すため、皆さ
んの節水対策や支援をお願い
します。

場　所
つつじ台

地域学習センター

陣内地区公民館

美咲野中央公園

緑のリサイクルセンター
（日野総合管理）

時　間

午前９時～９時30分

午前９時45分～10時15分

午前10時30分～11時15分

午前９時～11時30分

収集時間
および
収集場所

直接
持込 役場１階総合案内前の募金箱▶



図書館だより

ま
ち
の
わ
だ
い

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

く
ら
し
の
伝
言
板

愛
の
こ
ん
だ
て
・
大
津
っ
子

休
日
当
番
医
・
相
談

生
涯
学
習
情
報

「
夢
を
育
む
創
作
絵
本
・
物
語
」
募
集

　

�

図
書
館
で
は
、
今
年
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

絵
本
や
物
語
作
品
を
募
集
中
で
す
。

　
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
作
品
は
製
本

し
、
図
書
館
の
本

と
し
て
貸
出
を
し

ま
す
。

提
出
物

●
絵
本（
小
中
学
生
・
一
般
）

・
表
紙
の
絵

・
絵
の
ペ
ー
ジ
６
枚
以
上

�

（
Ａ
３
以
下
の
白
い
紙
）

・
文
章
の
ペ
ー
ジ
６
枚
以
上

�

（
絵
と
は
別
の
用
紙
）

・
応
募
票

　
●
物
語（
小
学
校
４
年
生
～
中
学
生
）

・
表
紙
の
絵

・
本
文

　
小
学
生
：
原
稿
用
紙
３
～
10
枚
程
度

　
中
学
生
：
原
稿
用
紙
３
～
15
枚
程
度

・
物
語
の
挿
絵（
必
要
な
場
合
の
み
）

・
応
募
票

し
め
き
り
：
９
月
30
日（
水
）

提
出
先
：
お
お
づ
図
書
館

　
詳
し
い
募
集
要
項
・
応
募
票
は
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
カ
ウ

ン
タ
ー
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集
中
！�

�

夏
の
イ
ベ
ン
ト
大
特
集

　
夏
の
図
書
館
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
読
書
に
親
し
み
な
が
ら
、

夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
家
庭
読
書
チ
ャ
レ
ン
ジ
会
」

�　
期
間
内
に
図
書
館
の
本
を
何
冊
読
め
る

か
、
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

参
加
申
込
後
に
お
渡
し
す
る「
貸
出
記

録
ノ
ー
ト
」に
貸
出
１
冊
に
つ
き
１
個
ス

タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
50
個

た
ま
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

期
間
終
了
後
に
は
貸
出
数
を
集
計
し
、

認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

実
施
期
間
：

　
７
月
１
日（
水
）～
10
月
31
日（
土
）

※
期
間
途
中
で
の
参
加
申
込
可
能
。
申
込

後
か
ら
の
集
計
に
な
り
ま
す
。

対
象
者 

：�

　
図
書
館
利
用
券
を
お
持
ち
の
町
内
在
住

の
家
族（
２
人
以
上
）

参
加
申
込
：

　
来
館
ま
た
は
電
話
で
受
付

中
高
生
の
み
な
さ
ん
の
声
を

�

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

「
わ
た
し
た
ち
の
読
書
ア
イ
デ
ア
会
議

�

―
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
―
」

　
中
高
生
の
み
な
さ
ん
、
本
を
読
む
こ
と
は

好
き
で
す
か
？
ど
ん
な
本
に
興
味
が
あ
り
ま

す
か
？
楽
し
く
読
書
を
す
る
た
め
に
は
ど
ん

な
環
境
が
必
要
で
す
か
？

　
「
多
く
の
人
が
も
っ
と
本
を
読
む
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
」を
テ
ー
マ
に
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

　
中
高
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
た
意
見
を

こ
れ
か
ら
の
大
津
町
の「
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」に
生
か
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
：
８
月
３
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

場
所
：
図
書
館　
集
会
室

対
象
：
町
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
中
高
生

定
員
：
15
人

受
付
：

　
７
月
２
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
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◆一般書◆
『哲学者たちの<ほんとう>の仕事』�ナシム・エル・カブリ /著
『全国MUSEUM GUIDE』� 朝日新聞出版 /編著
『ひとりでこの世に』� 谷川　俊太郎 /著
◆小説・エッセイ◆
『灰は灰』� 香納　諒一 /著
『七ツ下がりの女たち』� 志川　節子 /著
『おまあ推理帖』� 諸田　玲子 /著
◆児童書◆
『きょうはなにきる ?』� くらはし　れい /作・絵
『まわるおすしやさん』� 藤重　ヒカル /作

新 刊 案 内

７月21日 ( 火 )

～

８月25日 ( 火 )
図書館は

毎日開館します

小中学校の夏休み期間
中、図書館は毎日開館
します。（７月20日（月・
祝）は休館です）
読書や学習にぜひご活
用ください。

『じゃがいも玉ねぎたまご』
ワタナベ　マキ / 著 
誠文堂新光社

食材１つで作れる簡単なものから、メインのおかずまで
素材を生かしたレシピを紹介。
ポテトサラダやたまごサラダも色々な味付けがあり、普
段とは違う味を食べたいときにもおすすめ。
身近な食材の新たなレパートリーが見つかるかも。

図書館でチャレンジする夏

※図書館で開催するイベント・講座での事故やけがなどは、コミュニティ活動災害補償保険の適用範囲内とします。

▼申し込み
はこちら
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【７月からのイベント・お知らせ】
日　付 時　間 内　容 会場・詳細

７月15日（水）
14：00～ 図書館 DE シネマ

「木漏れ日の家で」　ドロタ・ケンジェジャフスカ /監督　ダヌタ・シャフラルスカ /出演　104分
集会室
申込不要
参加無料

18：30～ 図書館 DE シネマ・夜　　この日は夜にも上映します！
「ライジング若冲」　源　孝志 /作・演出　　中村　七之助 /出演　74分

集会室
申込不要
参加無料

７月16日（木） 13：30～
15：00

わくわくカフェ
お茶を飲みながら、ゆったりとした時間をどうぞ。

ロビー
申込不要
参加無料　

①７月24日（金）
②８月10日（月）

両日とも
13：30～
15：00

こども陶芸教室　　��
２回の工程でオリジナルの陶芸作品を作ろう！�
講師　俵山窯主宰 ふきの陶 岡野 孝彦さん�
＊７/２（木）10：00～申込受付開始

陶芸室
要申込
町内小学生

15人

７月26日（日） 12：30～
17：00

LET'S PLAY ボードゲーム！
40種類以上のボードゲームで遊ぼう！

集会室
申込不要
参加無料

７月27日（月）
①13：30～
②14：25～
③15：20～

小学生のための夏休み自由研究相談会
高校生と図書館司書が夏休みの自由研究の進め方をアドバイスします
対象：町内在住の小学２年生～６年生
相談時間：ひとり40分間

集会室
要申込
参加無料
①②③各時
間定員４人
（合計12人）

７月30日（木） 13：00～
15：00

「予想外をたのしもう！～ことばの化学反応～」
�意外な組み合わせが奇跡を起こす !?
ことばを繋げてみんなで予測不能なおはなしをつくってみよう！
講師：杉原やすさん（大津在住 絵本作家）

＊７/７（火）10：00～申込受付開始

集会室　
要申込　
町内小学生
定員15人
（保護者の
参加可）

７月31日（金）
両日①②実施
①10：00～
　12：00
②14：00～　　
　16：00

１日司書になっちゃおう！
司書になって図書館のしごとを体験してみよう
対象：町内在住の小学４年生以上の未経験者
＊７/７（火）10：00～申込開始

館内フロア
要申込
①午前２人
②午後２人
（合計８人）

８月７日（金）

８月４日（火） ①14：00～
②15：00～

夏休み図書館 DE シネマ　図書館でアニメをたのしもう！
①「ほしのちず」「タイニーのしょうり」（『ギガントサウルス』より）約22分
②「太陽系のお友だちの段」　約25分
　（『忍たま乱太郎の宇宙大冒険with コズミックフロント☆ NEXT」より』）

集会室
申込不要
参加無料

【展示コーナー】
展示期間 タイトル・主催

７月19日（日）～８月１日（土）午後３時 原爆写真から平和を訴える 主催　新日本婦人の会　菊池支部
６月30日（火）午前10時～７月10日（金）午後５時 男女共同参画週間ロビー展 主催　町人権推進課

●おはなし会開催中
◉おはなし会 	 毎週　日曜日	 午前10時30分～（20分程度）	 読み手：図書館職員
◉あかちゃんおはなしかい 	 毎週　木曜日	 午前11時～（15分程度）	 読み手：図書館職員
◉おとなのためのおはなし会 	 第１土曜日	 午後２時30分～（１時間程度）	 読み手：おおづこどもの本の会ルピナス
◉土ようのおはなし会	 第２・第４土曜日	 午後２時（30分程度）	 読み手：図書館ボランティア
�
●ホームページでも情報発信中！

資料検索のほか、イベントなど
の最新情報は図書館ホームペー
ジをご確認ください。

●みらい号巡回日程
移動図書館「みらい号」は２週間に
１度町内の各所を巡回しています。
最新の巡回日程は図書館ホームペー
ジでご確認ください。

�

ホームページ
はこちら ▼

日程は
こちら ▼

イベント情報・お知らせ

■休館日：毎週月曜日・毎月第１金曜日　　■開館時間：午前９時～午後６時（水曜日は午後８時まで）
■申し込み・問い合わせ：町立おおづ図書館　☎096（294）8011　FAX 096（294）8033　URL：https://www.ozu-lib.jp

▼申し込みはこちら

申し込みはこちら ▼

▼

申し込み
　はこちら

申し込みはこちら ▼



公民館講座

●申込方法：直接来館、二次元コードまたは電話でご予約ください。参加費、材料代などがある場合は申込期間内にあわ
せてお支払いをお願いします。

●申し込み
　・申込期間
　　二次元コード：各講座申込開始日午前８時30分から申込終了日の午後５時まで（この間はいつでも申し込みできます）
　　来 館 や 電 話：各講座申込開始日から申込終了日の平日午前８時30分から午後５時
※参加費は、講座負担金として、一般500円・中学生以下200円が必要です。その他、講座により材料代などが必要です。
※定員になり次第、申し込みを締め切ります。	 ※申込者が少ない場合は開講しない場合があります。
※町内在住・在勤の人を優先して受け付けます。	 ※各講座の申込期間をご確認ください。
●問い合わせ ： 町生涯学習センター　☎096（293）2146
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キッズ手話
開 講 日 ７月29日（水）、31日（金）

８月２日（日）、８月４日（火）（全４回）
時 間 午前10時～11時30分
場 所 町生涯学習センター　視聴覚室
定 員 10人（先着順）小学生対象

内 容 体験を通して、楽しみながら自然に手話を学びま
す。初めてでも大歓迎。参加を待ってます。

講 師 丸
まる
山
やま
　典

のり
子
こ
さん　　丸

まる
谷
や
　波

は
津
つ
江
え
さん　　

外
と
山
やま
　郁

いく
美
み
さん　　藤

ふじ
本
もと
　朗

あきら
さん

参 加 費 200円 準 備 物 筆記用具
申込期間 ７月８日（水）～22日（水）

講師は高校生　木と触れ合う「木育」教室
開 講 日 ８月４日（火）
時 間 午前10時～正午 場 所 町生涯学習センター　大会議室
定 員 15人（先着順）小学生対象（小学生未満は保護者同伴であれば可）

内 容

木育は、子どもをはじめとするすべての人が「木と触れ合い、木
に学び、木と生きる」取組で、豊かな心を育む教室を開催します。
※次の一つを選んで参加してください。
　A　森のかけらのお守り、コースター
　B　木片を使った自由工作（ペン立てなど）　　　C　筆箱

講 師 翔陽高校３年生数名　　三
み
浦
うら
　浩

ひろし
さん

参 加 費 200円（別途材料として500円が必要）
準 備 物 タオル、飲み物、マスク
申込期間 ７月８日（水）～22日（水）

初心者からでも使える AI 講座
開 講 日 ８月５日、19日、26日、９月２日、９日

（水曜日：全５回）
時 間 午後２時～３時30分
場 所 町生涯学習センター　視聴覚室
定 員 ８人（先着順）

内 容
AI って何？難しそうと思っている方も大丈夫。ス
マホを使って、くらしに役立つAI の使い方をやさ
しく体験できます。初心者向けの講座です。

講 師 吉
よし
井
い
　清

きよ
人
と
さん　　吉

よし
井
い
　未

み
来
く
さん

参 加 費 500円
準 備 物 スマートフォン、筆記用具
申込期間 ７月８日（水）～22日（水）

光る夏、黒画用紙アートをかこう
開 講 日 ８月１日（土）
時 間 午前10時～正午
場 所 大津地区公民館分館 研修室Ⅲ
定 員 10人（先着順）小３～小６

内 容
真っ黒な画用紙に特別な「光る絵の具」を使って自分だけの幻想
的な宇宙や星空を描いてみよう。歯ブラシを使ったかっこいい技
法やマスキングテープを使ったシルエット作りに挑戦します。

講 師 尾
おの
上
うえ
　洋

よう
子
こ
さん

参 加 費 200円（別途材料として300円が必要）
準 備 物 絵具セット、はさみ、（汚れてもいい服装で）
申込期間 ７月８日（水）～22日（水）

公民館講座のお知らせ公民館講座のお知らせ

私の見守りサービス７つの条件（終活に向けて）
開 講 日 ８月26日（水）
時 間 午前10時～正午
場 所 町生涯学習センター　中会議室
定 員 15人（先着順）

内 容
人生の晩年、「何をしたか」、「どう動いたか」を考
え、その後に生かす講座です。これからの人生、
更に充実したものにしましょう。

講 師 三
み
浦
うら
　秀

ひ
登
と
士
し
さん

参 加 費 500円
準 備 物 筆記用具
申込期間 ７月８日（水）～22日（水）

住宅リフォーム、その前に知っておくこと
開 講 日 ７月26日（日）
時 間 午後１時30分～３時30分
場 所 大津地区公民館分館　研修室Ⅲ
定 員 10人（先着順）

内 容
「業者選びの注意点」「見積書、契約書について」「クーリングオフ制度に
ついて」「地震後の補修工事、耐震工事について」など、質疑応答を交え
ながら進めていきます。個別に相談したい人がいらっしゃれば対応します。

講 師 岩
いわ
井
い
　浩

こう
治
じ
さん

参 加 費 500円
準 備 物 筆記用具
申込期間 ７月８日（水）～22日（水）

夏の爽やか料理
開 講 日 ８月21日（金）

内 容
えびチリときゅうりのいんろう漬けを作ります。いんろう漬
けは、新しょうがと、みょうがを使って、夏野菜をつめて、
漬け込んだお漬物です。夏にぴったりの料理に挑戦しましょう。時 間 午前10時～正午

場 所 大津地区公民館分館　調理室 参 加 費 500円（材料費1,100円）
定 員 10人（先着順） 準 備 物 エプロン、三角巾、タオル、タッパー（持ち帰り用）
講 師 岡

おか
崎
ざき
　正

まさ
博
ひろ
さん 申込期間 ７月８日（水）～22日（水）
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肥後大津民芸造花保存会より 
お知らせ

　江戸時代から伝わる大津伝統工芸の「梅の造花」を作っ
てみませんか。
　大津町在住の人を中心に会員を募集しています。

　日時：第１・第３土曜日　午前10時～午後４時
　場所：大津町歴史文化伝承館

●体験教室
　�町内の小学生を対象に「梅の造花」の体験教室を実施
します。小さな鉢をつくりながら、大津の歴史を学ぶ
ことができます。作品は地蔵祭会場で展示する予定で
す。ぜひご参加ください。

　 • 大津町内小学生対象
　　８月１日（土）・２日（日）の２日間　
　　時　間　午前９時半～正午
　　参加費　500円
　　申　込　７月１日（水）～17日（金）
　 • 大津町在住成人対象
　　12月５日（土）・６日（日）の２日間　
　　時　間　午前10時～午後３時
　　参加費　1,000円
　　申　込　11月20日（金）まで
●申し込み・問い合わせ
　肥後大津民芸造花保存会　事務局　大久保
� ☎090（7155）8821

国指定重要文化財「江藤家住宅」 
資料展示室（附

つけたり

小
こ

屋
や

）公開のお知らせ
　町の貴重な文化財の一つである国指定重要文化財「江
藤家住宅」資料展示室（附小屋）の公開を実施します。
●日　　時　７月25日（土）午前10時～正午　
　　　　　　※入場は午前11時30分まで
●場　　所　江藤家住宅（大津町陣内）
●内　　容　江藤家住宅資料展示室（附小屋）の公開
●駐 車 場　南部地区交流広場（大津町陣内1651）
●入 場 料　無料
●参加方法　事前申込不要
●そ の 他
　※�天候によっては内容を変更する場合があります。
　※�詳しくは町ホームページをご覧ください。
　※�江藤家住宅は、一般公開を除き、基本的に敷地内は

非公開となります。
●問い合わせ
　生涯学習課　生涯学習係� ☎096（293）2180
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坂さ
か

本も
と

　
杲た

か
子こ

雲
間
よ
り
朝
の
ひ
か
り
の
す
じ
照
ら
す
山
肌
の

み
ゆ
う
す
べ
に
い
ろ
に�

鞍く
ら

　
　
岳た

け
志し

関
節
の
太
く
な
り
た
る
指
を
撫
で
頑
張
っ
た
ね

と
指
を
労
う�

山や
ま

本も
と

　
泰ひ

ろ
子こ

朝
や
み
の
平
戸
の
海
に
灯
と
も
せ
る
漁
り
の
船

は
網
た
ぐ
り
よ
す�

高た
か

村む
ら

　
貴た

か
子こ

あ
の
町
に
君
が
い
る
は
ず
会
い
た
い
な
あ
ま
ぶ

し
き
ミ
モ
ザ
を
花
束
に
し
て�

岡お
か

村む
ら

伊い

津つ

子こ

ニ
セ
モ
ノ
の
民
主
主
義
な
り
ト
ラ
ン
プ
は
ジ
ョ

カ
ー
ば
か
り
出
す
大
統
領�

宮み
や

澤ざ
わ

　
里さ

と
美み

大
津
短
歌
会
・
野
づ
か
さ

大
津
短
歌
会
・
野
づ
か
さ

�

指
導
　
阿
木
津
　
英

江藤家住宅　主屋 附小屋１階
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運動教室のご案内 
大津町健康推進事業

第１期健康カラダづくり教室
　運動を習慣化する事を目的とした運動教室を開催しま
す。「ストレッチ」「筋トレ」「ウォーキング」などを中心に、
運動初心者の方でも気軽に参加できます。
　また、健康や運動についての講座も開催します。

●日　　時　�７月27日～10月５日�
（毎週月曜　祝日を除く　全10回）�
午後１時30分～３時

●場　　所　�大津町総合体育館
●定　　員　�15人（事前にお電話でお申し込み下さい）
●参 加 費　�無料
●持 参 物　�運動のできる服装、室内シューズ、飲み物、

タオル
●講　　師　�ＮＰＯ法人クラブおおづスタッフ

期日 曜日 大　会　名 開始時間 会場

４・５ 土・日 大津町サッカーフェスティ
バル 9：00～ スポ森

４・５ 土・日 スポ森ジュニアユースサッ
カーフェスティバル 9：00～ スポ森

４・５ 土・日 城北学童軟式野球菊池郡
予選大会 9：00～ 町　グ

５ 日 高円宮杯 JFA U-18 サッカー
プレミアリーグ 2026 WEST　　　 11：00～ スポ森

11・12 土・日 バドミントン国際交流大会 9：00～ 総　体

11・12 土・日 九 州 GRANVA サ ッ カ ー
フェスティバル 9：00～ スポ森

期日 曜日 大　会　名 開始時間 会場

11・12 土・日 肥後おおづ観光協会主催 
U-12サッカーフェスティバル 9：00～ スポ森

12・18 日・土 県会長旗一般軟式野球大会 9：00～ 町　グ

18～20 土～月 第26回プーマ杯 in 大津
（サッカー） 9：00～ スポ森

25・26 土・日 第28回スポーツの森・大津
サッカーフェスティバル 9：00～ スポ森

26 日 クラブおおおづ主催 真夏の
団体戦バドミントン大会 9：00～ 総　体

27～30 月～木 第９回サテライトU-18
サッカーフェスティバル 9：00～ スポ森

変更や中止の可能性もありますので、あらかじめご了承ください。
詳細は大会のホームページなどをご確認ください。

町運動公園（総合体育館）総　体 町運動公園（スポーツの森・大津）スポ森 町民グラウンド町　グ

高尾野グラウンド髙尾野 町運動公園（弓道場）弓道場

町生涯学習センター文化ホールホール

町山村広場グラウンド山村Ｇ

スポーツインフォメーション・催し物情報スポーツインフォメーション・催し物情報（７月分）（７月分）

大津町健康推進事業
第１期筋力アップ教室

　楽しく運動を行いながら健康で元気な身体を手に入れ
ることを目的とした運動教室を開催します。「イスに座っ
たまま出来る運動」「レクリエーション」など運動が苦手
な方でも気軽に参加できます。【昼の部】【夜の部】と会
場を２カ所ご用意しています。
●日　　時
　【�昼の部】　�７月29日～10月７日�

（毎週水曜　祝日を除く　全10回）�
午後２時～３時�
場所　�大津町総合体育館

　【�夜の部】　�７月28日～10月13日�
（毎週火曜　祝日を除く　全10回）�
午後７時～８時�
場所　楽善ふれあいプラザ

●定　　員　15人（事前にお電話でお申し込み下さい）
●参 加 費　�無料
●持 参 物　�運動のできる服装、室内シューズ、飲み物、

タオル
●講　　師　�ＮＰＯ法人クラブおおづスタッフ

●問い合わせ・申し込み　ＮＰＯ法人クラブおおづ　大津町総合体育館　　�☎096（293）8088

夏休み水泳教室参加者募集 

　大津町水泳協会が泳ぎの苦手な児童のための夏休み水泳教室を行います。
　詳しい内容などについては問い合わせください。
●日　　時　７月22日（水）～７月25日（土）　午後６時～７時
�●場　　所　大津小学校内　プール
●対 象 者　町内小学生50人（先着順）
●参 加 料　3,000円（保険料、管理費など含む）
●申込方法　�申込は、７月４日（土）　午後１時～１時30分の間�

町生涯学習センターエントランスで受け付けます。
●問い合わせ　大津町水泳協会　中川　和弘　　☎096(293)2862
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　「父（乳）の日」にあわせ６月18日、ＪＡ菊池大津酪農
女性部が金田町長を訪れ、牛乳を贈呈しました。この活
動は平成９年に大津町で始まり、牛乳の消費拡大を目指
す運動として全国へ広がっています。女性部の皆さんは、
「この取り組みを通じて、安心・安全な牛乳をより多く
の人に届けたい」と話し、金田町長は「中東情勢の影響
もあり、大変な中ですが、町としても牛乳の魅力を発信
していきたいと思います。これからもおいしい牛乳をよ
ろしくお願いします」と牛乳を飲み干しました。

父の日に町長へ牛乳を贈呈

牛乳を持つ金田町長とＪＡ菊池大津酪農女性部の皆さん

企業版ふるさと納税による健康機器贈呈式

　企業版ふるさと納税による健康機器贈呈式が５月25
日に役場で行われ、株式会社ダイナム（本社：東京都）熊
本大津店の佐

さ
藤
とう
匡
ただし
ストアマネジャーから目録が贈呈され

ました。町の地方創生への取り組みに対する支援に対し、
金田町長から感謝状を贈呈しました。
　今回、寄附金を活用し、野菜摂取度測定器と血管年齢
測定器を購入しました。今後、健診や健康イベントなど
で活用していきます。佐藤ストアマネジャーは「町と連
携し、地域貢献に取り組んでいきたい」と話しました。

企業と共に健康なまちへ

㈱ダイナム　熊本大津店　佐藤匡ストアマネジャー㊨

父（乳）の日に感謝の一杯を

　５月１日、長年人権擁護委員を務めた松
まつ
本
もと
晴
はる
美
み
さん

（室）の退任にあたり、感謝状と記念品が贈られました。
これは、長年人権擁護委員として国民の人権擁護と人権
思想の普及高揚に尽くしたことが認められたものです。
　当日は熊本地方法務局阿蘇大津支局の西

にし
浦
うら
功
こう
二
じ
支局長

から感謝状が、阿蘇大津人権擁護委員協議会の惠
え
濃
のう
裕
ゆう
司
じ

会長から記念品が手渡されました。

人権擁護委員退任感謝状贈呈式

松本さん、長年のご尽力ありがとうございました

長年の貢献に感謝を
全国大会出場など

全国で活躍する人々

野
の
中
なか
優
ゆ
希
き
さん（杉水）が出場

しました。

全日本ピアノコンクール
令和７年12月28日　神奈川県

専修大学熊本玉名高等学校
VENTURES の森

もり
千
ち
咲
さき
さん

（大津）が出場しました。

第53回　マーチング
バンド全国大会

令和７年12月７日　埼玉県

第22回　日本管弦打楽器
ソロ・コンテスト

令和７年12月26日　埼玉県

熊本国府高等学校の狹
はざ
間
ま
雄
ゆう
太
た
さん（大林）が出場しました。

第35回　日本クラシック
音楽コンクール全国大会

令和７年12月４日　東京都
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紙芝居上演には、多くの人が集まりました

地域を守る消防団の新たな一歩
初の実践消防操法で磨く現場力とチームワーク

　Honda 熊本硬式野球部が、６月８日にリブワーク藤
崎台球場で行われた都市対抗野球大会九州地区予選第二
代表決定戦にてＪＲ九州との激闘を４対３で制しました。
これにより大津町の代表として２年連続19回目の本大
会出場を決めました。本大会は東京ドームで８月26日
～９月６日まで開催されます。

東京ドームへ！Honda 熊本硬式野球部を応援しよう

本大会出場を決め、喜ぶ選手たち

都市対抗野球大会本選出場！
江藤家住宅に全国の重文民家関係者が集う

国重要文化財「江藤家住宅」春の一般公開

当日は晴天に恵まれ、多くの来場者でにぎわいました

　５月31日、「江藤家住宅」春の一般公開を開催し、町
内外から約270人が来場しました。会場では尺八・箏の
演奏や紙芝居、文化財保護委員による解説が行われ、来
場者は歴史ある建物の魅力や保存・活用の取り組みへの
理解を深めました。今回の一般公開は、九州で初開催と
なった「全国重要文化財民家の集い」総会にあわせて実
施され、前日の総会では江藤家住宅を主な見学会場に、
全国から約90人の所有者・関係者が参加しました。来
賓の金田町長は熊本地震を例に文化財継承の重要性を述
べ、江藤家住宅まもろう会の坂田純一氏が復旧後の活用
事例を紹介しました。

　大津町と菊陽町の消防団が集い、日頃の消火訓練の成果を競う
「菊池郡消防操法大会」が、大津中央公園で開催されました。今年は、
伝統的な「小型ポンプ操法」に加え、実際の火災現場を想定した新
しいカタチの「実践消防操法」を全国的にも珍しい取り組みとして
初めて実施しました。 小型ポンプの部優勝の第３分団

現場で役立つ技術を磨く「実
践消防操法」。型に縛られず、
チーム独自の戦術で的を狙う、
リアルな訓練です。

　今回初開催となった「実践消防操法の部」は、「いかに素早く、
安全確実に火を消すか」という現場での実用性に特化した競技
です。
　小型ポンプ操法はホースを１本伸ばして１つの的を狙うのに
対し、実践消防操法は実際の火災
現場を想定し、２本のホースを伸
ばして次々と５つの的を落として
いくという違いがあります。
　各分団の訓練では、団員同士で
積極的に意見を出し合い、試行錯
誤を繰り返す姿が多く見られまし
た。これにより、実際の災害現場
に直結する生きたスキルが磨かれ、
消防団全体の対応力向上に繋がる
大会となりました。

試行錯誤で深まったチームワーク

　両部門において、各隊が日頃の訓練の成果を
存分に発揮しました。
　上位入賞を果たした分団は以下のとおりです。
【小型ポンプ操法の部】

優　勝： 大津町消防団 第３分団
準優勝： 菊陽町消防団 第１分団

【実践消防操法の部】
最優秀賞： 菊陽町消防団 本部機動隊
優 秀 賞： 大津町消防団 第１分団
優 良 賞： 菊陽町消防団 第４分団

　なお、優勝した大津町消防団第３分団は、菊
池郡の代表として９月６日（日）に開催される熊
本県大会（開催地：阿蘇市）へと出場します。

大会結果

募集期間が短いため、
お早めにお申し込みください。

町民応援団を
募集します！
町民応援団を
募集します！
町民応援団を
募集します！
町民応援団を
募集します！

詳細は町のホーム▲
ページをご覧ください
詳細は町のホーム▲

ページをご覧ください
詳細は町のホーム▲

ページをご覧ください
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INFORMATIONINFORMATION
インフォメーション

　
あ
わ
せ
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
実
証
実
験

の
出
店
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
出
店
対
象
事
業
者

　

�

大
津
町
に
事
業
所
を
持
つ
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
事
業
者

●
出
店
料

　
実
証
実
験
中
は
無
料

●
出
店
に
つ
い
て

　
事
前
登
録
制
・
出
店
申
請
制
で
す
。

　

�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

大津中央公園にキッチンカー登場！
◦問い合わせ　役場都市計画課　都市施設係　☎096（293）4011

出店

大
津
中
央
公
園
で
は
、
公
園
利
用

者
の
利
便
性
向
上
と
に
ぎ
わ
い

創
出
を
目
的
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

出
店
の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
土
日
祝
日

に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
出
店
し
、
公
園
を

訪
れ
る
皆
さ
ん
が
気
軽
に
飲
食
を
楽
し

め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
公
園
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
管

理
運
営
上
の
課
題
を
把
握
し
、
今
後
の

制
度
化
や
他
の
都
市
公
園
へ
の
展
開
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
す
。

●�

期
間　
７
月
４
日（
土
）～
令
和
９
年

３
月
28
日（
日
）

●
出
店
日
時

　

�

土
日
祝
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分（
大
津
中
央
公
園
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
を
除
く
）

　

�

各
店
舗
に
よ
り
出
店
時
間
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●�

出
店
場
所

　

�

大
津
中
央
公
園
西
側
出
入
口
付
近

　
（
か
め
さ
ん
す
べ
り
台
そ
ば
）

　
公
園
で
の
新
た
な
楽
し
み
方
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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●
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
子
宮
頸
が
ん
）ワ
ク
チ
ン

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

は
、
全
部
で
２
～
３
回
必
要
で
す

（
年
齢
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
）。

●
予
診
票
の
発
行

　
【
場
所
】
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー

　
【
必
要
な
物
】
母
子
手
帳

予防接種はお済みですか？
◦問い合わせ　健康保険課　健康推進係　☎096（294）1075

予防
接種

特産物を守ろう！サツマイモ基
もと

腐
ぐされ

病の防除にかかる費用を補助
◦問い合わせ　役場農政課　農政係　☎096（293）3116

補助

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
第
１
期
・
第

２
期
は
全
部
で
４
回
接
種
し
ま
す
。

定
期
接
種
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
で
予
防
接
種

が
完
了
し
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　
国
に
よ
る
積
極
的
な
接
種
の
差
し

控
え
に
よ
り
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
定
期
接

種（
特
例
措
置
）と
し
て
予
防
接
種
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
の
表
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
防
除
の
た

め
、
予
算
の
範
囲
内
で
大
津
町

か
ん
し
ょ
安
定
生
産
対
策
事
業
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
経
費
と
補
助
率

　
※�

区
分
２
と
３
は
、
病
気
に
か
か
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
診
断
結
果

が
必
要
と
な
る
た
め
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
申
請
方
法　

次
の
２
つ
を
役
場
農
政
課
窓
口
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

　
①
補
助
金
交
付
申
請
書

　
　
（
様
式
第
１
号
）

　
②�

対
策
を
行
っ
た
面
積
と
要
し
た
費

用
が
確
認
で
き
る
書
類

　
※�
申
請
書
や
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
と
は
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
茎
や
根
が
黒
く
変
色
し
、
カ
ビ

（
糸
状
菌
）に
よ
っ
て
腐
敗
す
る
病
害
の

一
種
で
す
。

　
適
切
な
対
策
を
行
わ
な
い
と
、
畑
内

の
健
康
な
苗
に
次
々
と
伝
染
し
、
被
害

が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
病

害
の
疑
い
が
あ
る
株
を
発
見
し
た
際
は

役
場
農
政
課
に
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対象者 接種回数

第１期　初回
生後６カ月～90カ月の子ども
（７歳６カ月に至るまで）

２回

第１期　追加 １回

第２期 ９歳以上13歳未満の子ども １回

特例措置
平成18年４月２日～平成19年
４月１日生まれの人
（20歳に至るまで）

１～４回
（過去の接種
回数に準じた
残りの回数）

対象者 接種回数

小学校６年生～
高校１年生相当の女子

１回目の接種を15歳になるまでに
受ける場合 ２回

１回目の接種を15歳になってから
受ける場合 ３回

区分 対象経費 補助率
※100円未満切り捨て

１ 苗床や苗、種芋の消毒に要
した経費

２分の１以内
※区分２と３は
　上限５万円

２
サツマイモ基腐病が発生し
た年内に、収穫後の土壌消
毒に要した経費

３
サツマイモ基腐病と診断さ
れた翌年２月～11月に圃
場の消毒に要した経費

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
か
ら

産
地
を
守
ろ
う

▲基腐病の症状が出た芋の断面（上）
と表面（下）

まん延を防ぐ３つのポイント
①
持
ち
込
ま
な
い

・
健
全
な
種
芋
や
苗
の
確
保
と
消
毒

・
使
用
す
る
用
器
具
の
洗
浄

②
増
や
さ
な
い

・
菌
の
増
殖
を
防
ぐ
排
水
対
策

・
発
病
苗
の
早
期
発
見
、
抜
き
取
り

③
残
さ
な
い

・
適
切
な
土
壌
消
毒

・
耕
う
ん
に
よ
る
残
さ
の
分
解
促
進
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日
常
生
活
の
中
で
発
生
す
る
音
が
、
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
特
に
夜
間
は
、
静
け
さ
の
中
で
音
が

響
き
や
す
く
、
ご
近
所
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
も
。
気
持
ち
の
よ
い
地
域
の
暮

ら
し
の
た
め
、
次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
騒
音
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

　
・�

深
夜
や
早
朝
は
、
話
し
声
や
物
音
に
ご
配

慮
く
だ
さ
い

　
・�

音
楽
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使
用
す
る
な
ど
、

音
量
を
控
え
め
に

　
・�

屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
作
業
は
、
周
囲
の

環
境
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
日
和
で
も
、
夜
は
静
か
に

　
～
地
域
み
ん
な
で
気
持
ち
よ
く
～

　
屋
外
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
会
話
な
ど
は
、

思
っ
た
以
上
に
音
が
響
き
ま
す
。

　
夜
間
の
実
施
は
控
え
め
に
し
、
午
後
８
時

か
ら
９
時
頃
に
は
終
了
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
楽
し
い
ひ
と
と
き
も
、
周
囲
へ
の
配
慮
が

あ
っ
て
こ
そ
心
か
ら
楽
し
め
ま
す
。

　
ご
近
所
と
の
良
好
な
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
生
活
音
に
対
す
る
思
い
や
り
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

生活騒音にご注意を
◦問い合わせ　役場環境保全課　環境保全係　☎096（293）3113

お願
い

県
で
は
、
知
事
が
県
内
市
町
村
に
伺
い
、

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
お
聴
き

し
、
県
の
政
策
へ
速
や
か
に
つ
な
げ
る
た
め
、

「
お
出
か
け
知
事
室
～
と
も
に
未
来
を
語
る
会
～
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
８
月
25
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
６
時
～
８
時

●
場
所

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
文
化
ホ
ー
ル

●
留
意
事
項

　
・�

知
事
と
の
対
話
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す（
15
人
程
度
・
先
着
順
）。

　
※
町
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

　
・�

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
・�

傍
聴
の
み
を
希
望
す
る
人
は
申
込
不
要
で

す（
居
住
地
不
問
）。

●
申
込
方
法

専
用
フ
ォ
ー
ム（
二
次
元
コ
ー
ド
）ま
た
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
参
加
申
込
書
」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

二
次
元
コ
ー
ド
は
７
月
６
日（
月
）か
ら
ア

ク
セ
ス
可
能
で
す
。

●
申
込
期
間　
７
月
６
日（
月
）～
31
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
必
着

「お出かけ知事室～ともに未来を語る会～」in 大津町 参加者募集
◦問い合わせ　県知事公室　広報課　☎096（333）2026

募集

県
内
で
は
半
導
体
関
連
企
業
な
ど
の
進
出

に
よ
り
、
開
発
の
動
き
が
活
発
化
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
農
地
の
買
収
や
転
用

の
相
談
が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、「
契
約
し
た

の
に
転
用
で
き
な
い
」「
転
用
が
で
き
な
く
て

違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
判
を
押
す
前
に

必
ず
以
下
の
点
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
今
の
う
ち
に
契
約（
仮
登
記
）し
ま
し
ょ
う
」

→�

仮
登
記
だ
け
で
は
権
利
は
移
り
ま
せ
ん
。
転

用
許
可
が
下
り
な
け
れ
ば
、
契
約
自
体
が
白

紙
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

・「
転
用
手
続
き
は
後
で
や
る
か
ら
大
丈
夫
」

→�

農
振
除
外
お
よ
び
農
地
転
用
に
は
相
当
の
時

間
が
か
か
り
、
そ
も
そ
も
除
外
・
転
用
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

・「
自
分
の
土
地
だ
か
ら
、造
成
を
始
め
て
い
い
」

→�

許
可
前
の
着
工
は
「
無
断
転
用
」
で
農
地
法

違
反
で
す
。
罰
則（
拘
禁
刑
や
罰
金
）や
原
状

回
復
命
令
の
対
象
で
す
。

　
売
買
ま
で
は
こ
の
よ
う
な
手
順
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

①�

農
振
除
外
の
手
続
き
※（
★
農
振
農
用
地
の

場
合
。１
年
前
後
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

②�

農
地
転
用
許
可
申
請（
農
業
委
員
会
・
知
事

な
ど
の
審
査
が
必
要
で
す
。）

③�【
こ
こ
で
初
め
て
】
許
可
・
売
買
完
了（
所
有

権
移
転
・
工
事
着
工
）

※�「
農
振
除
外
」
は
、
そ
も
そ
も
認
め
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
事
前
に
農
振
除
外
担

当
部
局
と
も
十
分
確
認
が
必
要
で
す
。

農地の売買は契約前にご相談を
◦問い合わせ　農業委員会事務局　☎096（293）6686

農地
売買

県ホーム
ページは
こちら▼

専用
フォームは
こちら▼
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●
募
集

　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
団
地

　
　
１
戸（
令
和
元
年
度
建
築
）　　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
さ
ん
そ
ん
桜
団
地

　
　
１
戸（
令
和
元
年
度
建
築
）　　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
矢
護
川
団
地

　
　
１
戸（
平
成
６
年
度
建
築
）　　
４
Ｋ

　
平
川
天
神
団
地

　
　
１
戸（
昭
和
61
年
度
建
築
）　　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

※�

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
希
望
者
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
資
格

　
・
町
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

　
・
単
身
世
帯
で
は
な
い（
一
部
例
外
あ
り
）

　
・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

　
・
持
ち
家
が
な
い

　
・
税
金
な
ど
の
未
納
が
な
い

　
・�

所
得
基
準（
入
居
希
望
者
全
員
の
合
計
所

得
で
算
出
し
た
も
の
）が

　
　
月
額
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
な
ど

　
※�

既
に
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人
は
申

し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　
※�

令
和
８
年
度
か
ら
、
住
宅
困
窮
度
の
高
い

世
帯
は
、
抽
選
時
の
優
遇
措
置
運
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
間

　
７
月
13
日（
月
）～
17
日（
金
）

　
※�

申
込
み
の
詳
し
い
内
容
や
必
要
書
類
に
つ

い
て
は
事
前
に
住
宅
係
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
そ
の
他

あ
け
ぼ
の
団
地
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

単
身
入
居
も
可
能
で
す
が
条
件
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

町営住宅の入居者を募集します
◦問い合わせ　役場都市計画課　住宅係　☎096（293）8802

募集

※報酬や手当など募集の詳細は変更となる場合があります。
●募集期限　７月10日（金）
●受付時間　午前９時～午後５時（土日祝日を除く）
●申込方法　履歴書と各種資格証明書（写し）を役場総務課へ提出してください。
　　　　　　※郵送で応募する場合は、必ず職種を記入してください。
●任用期間　８月１日（土）～令和９年３月31日（水）
●そ の 他　原則面接を実施する予定です。報酬は、職種により月額、日額、時間額となります。
　　　　　　条件により期末勤勉手当が支給されます。

令和	８年度会計年度任用職員を募集します
◦申し込み・問い合わせ　役場総務課　人事秘書係　☎096（293）3111

職員
募集

職　種 勤務地 勤務日 勤務時間 資格など 報酬
時間給換算

社会
保険

雇用
保険 備　考

給食調理員

学校給食
センター

月～金 8：30～16：45
調理師または
実務経験
２年以上

1,338円～1,434円 有 有

給食調理
補助（Ｂ）

月～金のうち
４日

（学校開校時のみ）
8：30～12：30 － 1,210円～1,238円 無 無

学校支援員 町内小中学校 月～金
（学校開校時のみ）

8：00～17：00
のうち

５時間30分
－ 1,238円～1,287円 有 有
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◦申し込み・問い合わせ　（一般事務）菊池広域連合事務局　総務課　　☎0968（38）0171
　　　　　　　　　　　　（消　　防）菊池広域連合消防本部　総務課　☎096（232）9340

試験区分 採用予定人数 受付期間 試験日・会場 受験資格
一般事務
高卒程度 ３人

７月27日（月）～８月14日（金）
午前８時30分～午後５時15分
※土日祝日を除く

１次試験　９月20日（日）
菊池環境工場クリーンの森合志
２次試験　11月10日（火）（予定）
菊池市泗水支所（予定）

平成14年４月２日から平成21年４月１日
までに生まれた人

消　　防
高卒程度 10人

平成14年４月２日から平成21年４月１日
までに生まれた人
※�ただし、救急救命士の免許を取得してい
る人にあっては、平成11年４月２日降
に生まれた人

菊池広域連合職員募集

※申込用紙は、菊池広域連合事務局、消防本部や各消防署に用意しています。ホームページからも取得可能です（http://www.kikuchi-kr.jp/）。

試験区分 受付期限 試験日 受験資格

一般曹候補生 ９月１日（火）まで
１次：９月16日（水）～19日（土）
２次：10月18日（日）～23（金）
※１次、２次ともいずれか１日

18歳以上33歳未満の人
※�32歳の人は、採用予定月の末日現在、33歳に
達していない人

２等
陸・海・空士

（任期制自衛官）
９月１日（火）まで

WEB：９月16日（水）～19日（土）
口述：９月29日（火）～10月４日（日）
※WEB、口述ともいずれか１日

18歳以上33歳未満の人
※�32歳の人は、採用予定月の末日現在、33歳に
達していない人

航空学生 ８月28日（金）まで
１次：９月19日（土）または９月26日（土）
２次：10月15日（木）～22日（木）
３次：（海）11月20日（金）～12月16日（水）
　　　（空）11月14日（土）～12月17日（木）

18歳以上24歳未満の人
※�23歳の人は、採用予定月の末日現在、24歳に
達していない人

高卒者（見込含）、高専３年次修了者（見込含）

防衛大学校学生
（一般） 10月15日（木）まで

１次：10月31日（土）
２次：11月27日（金）～12月２日（水）のうち
　　　いずれか１日

18歳以上21歳未満の人
※�20歳の人は、採用予定月の末日現在、21歳に
達していない人

高卒者（見込含）、高専３年次修了者（見込含）

防衛医科大学校
医学科学生 10月８日（木）まで

１次：10月24日（土）
２次：12月16日（水）～18日（金）のうち
　　　いずれか１日

18歳以上21歳未満の人
※�20歳の人は、採用予定月の末日現在、21歳に
達していない人

高卒者（見込含）、高専３年次修了者（見込含）

防衛医科大学校
看護学科学生 10月２日（金）まで １次：10月17日（土）

２次：12月５日（土）または６日（日）

18歳以上21歳未満の人
※�20歳の人は、採用予定月の末日現在、21歳に
達していない人

高卒者（見込含）、高専３年次修了者（見込含）

自衛隊奨学生 10月９日（金）まで 11月７日（土）または８日（日）
大学、大学院、高等専門学校などで理学、工学、
文学または法学を専攻しており、正規の課程を修
了する年の４月１日現在で26歳未満の人（大学院
に在学している人は28歳未満）

予備自衛官補 ９月10日（木）まで
WEB：９月12日（土）～15日（火）
口述：（一般）９月19日（土）または10月３日（土）
　　　（技能）10月４日（日）

（一般）18歳以上52歳未満の人
（技能）�18歳以上で国家免許資格などを有する人

（資格により年齢上限は53歳未満～55歳
未満）

自衛官募集 ◦申し込み・問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎0968（24）2772

◦問い合わせ　第十管区海上保安本部　総務部　人事課　☎099（250）9800
試験区分 受付期間 試験日

海上保安学校学生
令和９年４月採用、高卒程度

７月10日（金）～23日（木）
※インターネット受付

１次：９月27日（日）　２次：10月20日（火）～29日（木）
最終合格発表日：11月24日（火）（航空課程を除く）
３次：12月５日（土）～15日（火）（航空課程のみ）
最終合格発表日：令和９年１月14日（木）（航空課程のみ）

海上保安大学校学生
令和９年４月採用、高卒程度

８月20日（木）～９月７日（月）
※インターネット受付

１次：10月24日（土）・25日（日）　２次：12月11日（金）
最終合格発表日：令和９年１月14日（木）

海上保安庁職員募集

熊本県警察職員募集
試験区分 採用予定人数 受付期間 試験日 受験資格

警察官Ｂ 男性　42人
女性　21人

７月24日㈮～
８月14日㈮

１次【教養・作文】10月18日（日）
２次【適正・体力】11月７日（土）・８日（日）
【面接】11月24日（火）～28日（土）のうち
　　　 指定する１日

18～35歳の人（平成３年４月２日～平成
21年４月１日生）

警察行政
高卒程度 15人 ７月24日㈮～

８月14日㈮
１次【教養・作文】９月27日（日）
２次【面接】10月13日（火）～16日（金）
　　　　　　のうち指定する１日

18～21歳の人（平成17年４月２日～平成
21年４月１日生）

警察行政
（障がい者対象） １人 ７月24日㈮～

８月14日㈮
１次【教養・作文】11月１日（日）
２次【面接】12月２日（水）～４日（金）
　　　　　　のうち指定する１日

次のいずれにも該当する人
・�18～35歳の人（平成３年４月２日～平成
21年４月１日生）

・障がい者手帳などの交付を受けている人

◦問い合わせ　熊本県警察本部　警務部　警務課　採用係　☎096（381）0110

※学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業または令和９年３月末までに卒業見込みの人（人事委員会が同等の資格があると認める人を含
む。）は受験できません。詳しくは熊本県警察のホームページをご覧ください。
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●
場
所　
役
場
１
階
多
目
的
室

●
講
師　
松
永　
拓
己 

教
授

（
熊
本
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
）

●
対
象　
０
歳
～
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

●
料
金　
無
料

●
定
員

　
参
加
者
多
数
の
場
合
、

お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
商
業
観
光
課　
商
業
観
光
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
５

ス
ト
ッ
プ　
農
作
業
事
故

　
毎
年
、
農
作
業
の
事
故
で
多
く
の
尊
い
命

が
県
内
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
65
歳

以
上
の
事
故
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機

械
に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

農
業
機
械
に
乗
る
前
後
の
安
全
確
認
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
ど
、
よ
り
一
層
の
事
故

防
止
意
識
を
持
ち
、
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
政
課
農
政
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
６

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課　
管
理
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
７

８
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
確
認

書
を
発
送
し
ま
す

　

昨
年
度
発
送
し
ま
し
た
資
格
確
認
書
の
、

有
効
期
限
は
７
月
31
日（
金
）ま
で
で
す
。
マ

イ
ナ
保
険
証（
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録

を
済
ま
せ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）を

持
っ
て
い
な
い
人
に
は
、
保
険
証
の
代
わ
り

と
な
る「
資
格
確
認
書
」を
発
送
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
引

き
続
き
マ
イ
ナ
保
険
証
で
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
は
順
次
発
送
し
ま
す
。

【
発
送
期
間
】

・
国
民
健
康
保
険
対
象
者

　
７
月
１
日（
水
）～
24
日（
金
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
対
象
者

　
７
月
14
日（
火
）～
24
日（
金
）

【
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
】

　
「
資
格
確
認
書
」
を
世
帯
加
入
者
分
同
封

し
て
発
送
し
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
世
帯
】

　
「
資
格
確
認
書
」
を
世
帯
加
入
者
分
同
封

し
て
発
送
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
同
じ
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
同
居
し
て
い
る

場
合
は
、
別
々
に
発
送
し
ま
す
。

・
今
回
は
特
定
記
録
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。
ご

自
宅
の
郵
便
受
け
な
ど
に
投
函
さ
れ
ま
す
。

・
有
効
期
限
が
切
れ
た
資
格
確
認
書
は
、
細
か

く
裁
断
し
て
各
自
で
適
正
に
処
分
す
る
か
、

役
場
健
康
保
険
課
へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う

ち
、
高
額
療
養
費
限
度
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
で
、
引
き
続
き
対
象
と
な
る
場
合

に
は
、
自
動
更
新
と
な
る
た
め
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
７
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
普
通
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
保
険
課　
国
保
・
医
療
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
４

「
わ
た
し
の
好
き
な
大
津
町
」

は
が
き
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

町
村
合
併
70
周
年
を
記
念
し
て
、
熊
本
大

学
・
松
永
拓
己
研
究
室
と
連
携
し
た「
は
が
き

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
わ
た
し
の
好
き
な
大
津
町
」や「
わ
た
し

の
好
き
な
○
〇
」を
テ
ー
マ
に
、
自
由
に
は

が
き
ア
ー
ト
を
制
作
し
ま
す
。

　
完
成
し
た
作
品
は
、
町
役
場
ロ
ビ
ー
な
ど

で
展
示
予
定
。
み
ん
な
の「
好
き
」を
集
め
て
、

70
周
年
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

※
展
示
後
、
作
品
は
返
却
せ
ず
松
永
研
究
室
が

実
施
す
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
贈

予
定
で
す
。

●
日
時　
８
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
※
随
時
参
加
可

　
※
最
終
受
付
は
午
後
１
時
半

 お知らせ  募　　集 講　　座

Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
て
町
税
納
付
の

お
知
ら
せ
を
送
信
し
ま
す

　

町
税（
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）に
つ
い
て
、

納
付
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確
認
で
き
な

い
方
に
対
し
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
）を
活
用
し
て
、
納
税
に
関
す
る
お
知

ら
せ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
し
ま
す
。

●
Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
元
番
号

　
０
７
０（
１
５
３
２
）２
３
８
７

※
こ
の
電
話
番
号
以
外
か
ら
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
通
知

は
税
務
課
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
送
信
内
容　
町
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

※
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
本
文
に
は
、
個
人
を
特
定
で
き

る
氏
名
・
住
所
な
ど
の
個
人
情
報
は
記
載

し
ま
せ
ん
。

●
注
意
点　
こ
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
次
の
よ
う
な
指

示
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

① �

銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

② �

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
け
る

よ
う
お
願
い
す
る
こ
と

③ �

口
座
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と

④ �

他
の
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
ア
ド
レ
ス
を

添
付
す
る
こ
と

※
不
審
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
電
話
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
決
し
て
指
示
に
従
わ
ず
、
税
務
課

ま
た
は
警
察
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画
を
改
定
し
ま
し
た

　
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
第
８
条
の
規
定
で
策
定
し
て
い
る
計

画
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
新
た

な
感
染
症
危
機
へ
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
や
実
施
す
る
措
置
、
関
係
機
関
の
役

割
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
や
、
こ
れ
ま
で
の
関
連

す
る
法
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
３

月
に
改
定
さ
れ
た
熊
本
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
き
全
面
改
定

し
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

　
町
行
動
計
画
に
は
、
町
が
実
施
す
べ
き
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
県
か
ら
の
協
力
依
頼
に
基
づ

く
健
康
観
察
や
生
活
支
援
な
ど
に
つ
い
て
記

載
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
県
行
動
計
画
が

概
ね
６
年
ご
と
に
改
定
す
る
の
に
合
わ
せ
、

町
で
も
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
行
動
計
画
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
保
険
課　
健
康
推
進
係

　

�

（
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
６（
２
９
４
）１
０
７
５

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
は
無
償
で
血
液
を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
献
血
に
よ
り
い
た
だ
い
た
血
液

詳しくは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

▲過去のはがきアート展示
の様子（松永教授蔵）
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大
津
町
健
康
推
進
事
業

　
自
分
の
身
体
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
会

　
約
30
秒
で
、
体
成
分
分
析
、
筋
肉
と
脂
肪

の
割
合
、
部
位
別
バ
ラ
ン
ス
、
健
康
度
評
価
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
コ
ア
な
ど
を
測
定
し
、
分

か
り
や
す
い
表
で
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
場
所

　
町
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

●
日
時

　
7
月
29
日（
水
）～
8
月
2
日（
日
）

　
月
～
土
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
日
曜
日　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
測
定
料　
無
料

か
ら
、
輸
血
用
血
液
製
剤
や
血
漿
分
画
製
剤
が

つ
く
ら
れ
、
病
気
や
け
が
の
患
者
さ
ん
の
治
療

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
血
液
は
人
工
的
に
造
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
長
い
期
間
保
存
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
絶
え
ず
誰

か
の
献
血
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん

の
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た

か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　
７
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時

　
　
　
　
午
後
０
時
15
分
～
４
時

●
場
所　
役
場　
北
側
正
面
玄
関
前

●
献
血
の
種
類　
４
０
０
ml
献
血
の
み

●
持
ち
物

初
め
て
の
人
…
身
分
証
明
書

内
服
中
の
人
…
お
薬
手
帳
や
薬
の
名
前
が

わ
か
る
も
の

●
そ
の
他　
予
約
な
し
で
も
献
血
は
で
き
ま

す
が
、
混
雑
時
に
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
献
血
Ｗ
ｅ
ｂ
会
員
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
事

前
予
約
も
可
能
で
す
。

　
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
に
は
、
記

念
品
を
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
量
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
の
検
査
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

自
身
の
健
康
管
理
に
も

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
保
険
課　
健
康
推
進
係

☎
０
９
６（
2
9
4
）1
0
7
5

体
成
分
測
定
会
を
実
施
し
ま
す

　
体
成
分
測
定（
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
）で
は
、
高

精
度
の
体
成
分
分
析
に
よ
り
、
体
全
体
の
筋
肉

量
や
体
脂
肪
量
、
部
位
別
の
筋
肉
量
、
体
脂
肪

量
が
測
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、
体
型
評
価
や
栄

養
評
価
、
内
臓
脂
肪
レ
ベ
ル
、
基
礎
代
謝
量
や

腹
囲
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も

行
い
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
生
活
習
慣
改
善

方
法
や
運
動
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
測
定
を
行
っ
て
、
今
後
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所　
役
場
内
１
階
ロ
ビ
ー

●
日
時

　
７
月
22
日（
水
）～
24
日（
金
）

　
正
午
～
午
後
５
時

●
対
象
者　
町
在
住
の
人

●
測
定
料　
無
料

●
事
前
申
込　
不
要

　
当
日
、
直
接
実
施
場
所
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
そ
の
他

　
測
定
時
、
靴
下
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
脱
い

で
く
だ
さ
い
。

　
状
況
に
よ
っ
て
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
熊
本
健
康
ア
プ
リ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
保
険
課　
健
康
推
進
係

　

�

（
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
６（
２
９
４
）１
０
７
５

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画
を
改
定
し
ま
し
た

　
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
第
８
条
の
規
定
で
策
定
し
て
い
る
計

画
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
新
た

な
感
染
症
危
機
へ
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
や
実
施
す
る
措
置
、
関
係
機
関
の
役

割
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
や
、
こ
れ
ま
で
の
関
連

す
る
法
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
３

月
に
改
定
さ
れ
た
熊
本
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
き
全
面
改
定

し
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

　
町
行
動
計
画
に
は
、
町
が
実
施
す
べ
き
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
県
か
ら
の
協
力
依
頼
に
基
づ

く
健
康
観
察
や
生
活
支
援
な
ど
に
つ
い
て
記

載
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
県
行
動
計
画
が

概
ね
６
年
ご
と
に
改
定
す
る
の
に
合
わ
せ
、

町
で
も
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
行
動
計
画
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
保
険
課　
健
康
推
進
係

　

�

（
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
６（
２
９
４
）１
０
７
５

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
は
無
償
で
血
液
を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
献
血
に
よ
り
い
た
だ
い
た
血
液

№４

今
月
の

ありがとう（感謝）（お礼）

手話通訳者が
役場にいます

毎月第２・第４火曜日
役場 1階福祉課まで

胸の前で左手を水平に、右手は左手の上
に立てた状態を作り、ゆっくり上に動か
します。
※気持ちを込めて右手をゆっくり上げます

「手話」は耳が聞こえない人の
大切な「言語」です

町ホーム
ページは
こちら▼

詳しくは
こちら▼



生
涯
学
習
情
報

ま
ち
の
わ
だ
い

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

愛
の
こ
ん
だ
て
・
大
津
っ
子

休
日
当
番
医
・
相
談

く
ら
し
の
伝
言
板

24広報おおづ 2026.7

く ら し の 伝 言 板

無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　
一
度
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
が
対
象
で
す
。

　
特
に
左
記
に
該
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
一

度
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
年
齢
が
40
歳
以
上

・
肝
機
能
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

・
臓
器
移
植
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

・
入
れ
墨
や
ピ
ア
ス
の
穴
を
あ
け
た
こ
と
が

あ
る

・
平
成
４
年（
１
９
９
２
年
）以
前
に
輸
血
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る

●
委
託
医
療
機
関

●
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
大
学
病
院
肝
疾
患
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
3
7
2
）1
3
7
1

平
日
午
前
10
時
～
午
後
4
時

水
の
日（
８
月
１
日
）記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
（
公
財
）く
ま
も
と
地
下
水
財
団
で
は
、「
水

の
日（
８
月
１
日
）」に
合
わ
せ
て
水
の
日
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
８
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

●
会
場　
菊
池
市
泗
水
公
民
館

●
内
容　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

●
ゲ
ス
ト
出
演
者

　
本
橋　
馨
さ
ん（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）他

●
定
員　
１
０
０
人
程
度（
事
前
予
約
制
・

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

 お知らせ  募　　集 講　　座

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

　
７
月
31
日
現
在
で
常
用
労
働
者
を
１
人
～

４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
厚

生
労
働
省
が
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
１
人
～
４
人
の
常
用
労
働
者

を
雇
用
す
る
小
規
模
事
業
所
の
雇
用
・
給
与
や

労
働
時
間
の
実
態
に
つ
い
て
、
全
国
お
よ
び
都

道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
小
規
模
事
業

所
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
国
民
経
済
計
算

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
）の
作
成
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
７
月
か

ら
９
月
に
都
道
府
県
の
統
計
調
査
員
が
訪
問

調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は
、「
統
計
法
」

に
よ
り
厳
し
く
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
ま

た
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い
る
こ
と
も
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査
の
重
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
合
政
策
課　
総
合
政
策
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
８

７
月
28
日
は

�

世
界（
日
本
）肝
炎
デ
ー

　
熊
本
県
内
で
は
1
0
0
人
に
1
人
～
2
人

の
割
合
で
B
型
ま
た
は
C
型
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
各
保
健
所
や
委
託
医
療
機
関
で
、

熊
本
い
の
ち
の
電
話

チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
の
ご
案
内

　
熊
本
い
の
ち
の
電
話
で
は
、
自
殺
予
防
活

動
の
さ
ら
な
る
周
知
と
活
動
資
金
の
確
保
を

目
的
と
し
て
第
25
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
を
開

催
し
ま
す
。

　
「
自
殺
予
防
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」の
活
動
紹

介
、
花
童
た
ち
や
吟
剣
詩
舞
道
に
よ
る
舞
い
、

箏
の
演
奏
や
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る

デ
ュ
オ
な
ど
、
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
出
演
し
ま

す
。
様
々
な
出
演
者
が
織
り
な
す
夏
の
楽
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
８
月
２
日（
日
）

　
開
場　
午
後
２
時

　
開
演　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

●
場
所　
く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

●
定
員　
４
８
９
人（
先
着
順
）

●
チ
ケ
ッ
ト　
２
，
０
０
０
円

●
販
売
開
始　
７
月
１
日（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
法
人　
熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

　
大
谷
楽
器
で
も
販
売
し
ま
す
。
当
日
券
も

あ
り
ま
す
。

相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
の
法
律
教

室
＆
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
教
室（
参
加
費
無

料
）を
開
催
し
ま
す
。

　
法
律
教
室
終
了
後
に
は
、
無
料
相
談
会
も

開
催
し
ま
す
。
無
料
相
談
会
の
み
の
参
加
も

　
合
志
市
幾
久
富
４
６
０
番
地

●
駐
車
場　
工
場
敷
地
内
に
駐
車
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
き
く
ち
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

☎
０
９
６（
２
４
８
）０
３
３
０

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

●
日
程

　
Ａ
コ
ー
ス

　
　
①
７
月
22
日（
水
）　
②
７
月
23
日（
木
）

　
　
午
後
４
時
30
分
～
６
時

　
Ｂ
コ
ー
ス

　
　
①
７
月
29
日（
水
）　
②
７
月
30
日（
木
）

　
　
午
後
４
時
30
分
～
６
時

　
Ｃ
コ
ー
ス

　
　
①
８
月
５
日（
水
）　
②
８
月
６
日（
木
）

　
　
午
後
４
時
30
分
～
６
時

●
場
所　
菊
陽
ボ
ウ
ル（
菊
池
郡
菊
陽
町
津

久
礼
２
１
９
９
）

●
定
員　
各
コ
ー
ス
30
人（
申
込
先
着
順
）

●
参
加
資
格　
一
年
生
～
高
校
生

●
参
加
費　
各
コ
ー
ス
２
日
で
１
，
０
０
０
円

（
貸
靴
代
含
）

●
申
込
方
法

　
前
日
ま
で
に
お
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
菊
池
郡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
菊
陽
ボ
ウ
ル
内　
担
当　
楢
崎
・
井
之
上

☎
0
9
6（
２
３
２
）２
２
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
9
6（
２
３
２
）４
８
６
８

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
・
お
電
話
・

メ
ー
ル
か
ら
申
込（
７
月
24
日
ま
で
）

●
主
催　
（
公
財
）く
ま
も
と
地
下
水
財
団

●
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）く
ま
も
と
地
下
水
財
団

☎
０
９
６（
２
２
７
）６
６
７
８

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　
　
　
　
　

�U
RL　

https://kum
am
o-

togw
f.or.jp/

菊
池
環
境
工
場
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

で
地
域
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志
は
、
菊
池
市
、
合
志

市
、
大
津
町
、
菊
陽
町
で
構
成
さ
れ
る「
菊

池
広
域
連
合
」が
運
営
・
管
理
を
行
っ
て
い

る
、
ご
み
の
焼
却
施
設
で
す
。

　
こ
の
度
、
次
の
日
程
に
お
い
て
施
設
の
自

由
見
学
、
ガ
イ
ド
付
き
の
見
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
普
段
は
見
れ
な
い
ご
み
の
焼
却
施

設
の
中
が
見
学
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

ご
興
味
が
あ
る
人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。

●
日
時　
８
月
２
日（
日
）（
雨
天
決
行
）

　
① 

午
前
10
時
か
ら　
② 

午
後
１
時
か
ら

※
い
ず
れ
の
時
間
も
、
同
じ
内
容
で
す
。

●
内
容

・
工
場
棟
見
学
コ
ー
ス
か
ら
ご
み
焼
却
施
設

の
内
部
を
自
由
見
学
。

・
体
験
型
環
境
学
習（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
＋
環

境
教
育
・
マ
イ
バ
ッ
ク
制
作
）

●
場
所

　
菊
池
環
境
工
場　
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

詳しくは
こちら▼

詳細は
こちら▼
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く ら し の 伝 言 板

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

つ
く
る
×
運
ぶ
×
届
け
る

�

シ
ゴ
ト
就
職
フ
ェ
ア

●
日
時　
８
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
開
場
：
12
時
30
分
）

●
場
所

　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
１
階（
上
益
城
郡
）

●
内
容

　

県
内
の
製
造
業（
半
導
体
・
金
属
製
品
・

木
製
品
・
食
料
品
な
ど
）、
運
輸
業
、
販

売
業
の
企
業
に
よ
る
説
明
会
。

●
費
用　
無
料

●
申
込
方
法　
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

　
予
約
な
し
で
も
参
加

可
能

　
参
加
企
業
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
「
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
み
た
い
」と
い
う

方
か
ら
、「
こ
の
業
種
で
働
き
た
い
」と
い
う

方
ま
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
職
業
訓
練
校（
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
）も
参
加
し
ま
す
。「
資
格
や
技
術

を
持
っ
て
い
な
い
」と
い
う
方
は
、
職
業
訓

練
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
面
接
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
ワ
ー
ク
マ
ッ
チ
部
門

☎
0
9
6
8（
２
８
）2
2
5
7

熊
本
い
の
ち
の
電
話

チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
の
ご
案
内

　
熊
本
い
の
ち
の
電
話
で
は
、
自
殺
予
防
活

動
の
さ
ら
な
る
周
知
と
活
動
資
金
の
確
保
を

目
的
と
し
て
第
25
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
を
開

催
し
ま
す
。

　
「
自
殺
予
防
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」の
活
動
紹

介
、
花
童
た
ち
や
吟
剣
詩
舞
道
に
よ
る
舞
い
、

箏
の
演
奏
や
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る

デ
ュ
オ
な
ど
、
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
出
演
し
ま

す
。
様
々
な
出
演
者
が
織
り
な
す
夏
の
楽
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
８
月
２
日（
日
）

　
開
場　
午
後
２
時

　
開
演　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

●
場
所　
く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

●
定
員　
４
８
９
人（
先
着
順
）

●
チ
ケ
ッ
ト　
２
，
０
０
０
円

●
販
売
開
始　
７
月
１
日（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
法
人　
熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

　
大
谷
楽
器
で
も
販
売
し
ま
す
。
当
日
券
も

あ
り
ま
す
。

相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
の
法
律
教

室
＆
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
教
室（
参
加
費
無

料
）を
開
催
し
ま
す
。

　
法
律
教
室
終
了
後
に
は
、
無
料
相
談
会
も

開
催
し
ま
す
。
無
料
相
談
会
の
み
の
参
加
も

●
訓
練
場
所　
株
式
会
社
ら
・
ら
ぽ
ー
と

　
熊
本
市
中
央
区
南
坪
井
町
４

－

２
３
Ｍ
Ｔ

ビ
ル
４
Ｆ

●
問
合
せ
先

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
６（
３
７
７
）８
３
０
０

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
。「
熊
本
県
立
高
等
技　

術

専
門
学
校
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
】

●
受
講
対
象　
身
体（
視
覚
・
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
高
次
脳
機
能
の

障
が
い
の
あ
る
人

●
定
員　
８
名

●
内
容　
ワ
ー
プ
ロ
３
級
や
表
計
算
３
級
、

職
業
人
と
し
て
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

を
習
得
し
就
職
を
目
指
す

●
募
集
期
限

　
７
月
31
日（
金
）ま
で

●
訓
練
期
間

　
９
月
１
日（
火
）～
11
月
30
日（
月
）

●
テ
キ
ス
ト
代

　
９
，
４
６
０
円（
税
込
）程
度

●
訓
練
場
所　
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
熊
本
校

　
熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１

－

５

●
問
い
合
わ
せ

　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
６（
３
７
７
）８
３
０
０

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
。「
熊
本
県
立
高
等
技　

術

専
門
学
校
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

で
き
ま
す
。

※
要
予
約
。
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

●
日
時　
8
月
1
日（
土
）

・
相
続
・
遺
言
法
律
教
室

　
午
前
9
時
30
分
～
10
時
20
分　

・
無
料
相
談
会（
1
組
30
分
ま
で
）　

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
定
員　
15
組（
1
組
2
名
ま
で
）

●
場
所

　
菊
池
市
コ
ッ
コ
フ
ァ
ー
ム　
2
階
大
会
議
室

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
生

の
募
集（
無
料
）

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科
】

●
受
講
対
象　
身
体（
下
肢
）知
的
、
精
神
、

発
達
の
障
が
い
の
あ
る
人

●
定
員　
８
名

●
内
容　
職
場
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
技
術
や
問
題
解
決
の
力
、
ス
ト

レ
ス
対
処
力
の
訓
練
。
少
人
数
な
の
で
安

心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
限

　
７
月
31
日（
金
）ま
で

●
訓
練
期
間

　
９
月
３
日（
木
）～
11
月
30
日（
月
）

　
訓
練
は
月
曜
、
木
曜
の
午
後
６
時
30
分
よ

り
２
時
間
程
度

●
テ
キ
ス
ト
代

　
１
，
０
０
０
円（
税
込
）程
度

申し込みは
こちら▼



募集中！ 子どもの元気な姿を、
載せてみませんか？

専用申込フォームよりお申し込みくだ
さい。
申し込み・問い合わせ
　役場総合政策課�
� 　☎096（293）3118 
※原則として、お子さまお一人につき
１回の掲載とさせていただきます。

※応募時の写真を掲載しています。

専用申込フォー
ムはこちら▼
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（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
敬
称
略
）

死
亡
者
氏
名

満
年
齢

住
　
所

古ふ
る

荘し
ょ
う

　
翠す

唯い

（
大
津
）
尚な

お
人と

大お
お

津つ

　
奏そ

う
介す

け

（
室

）
千ち

章あ
き

東ひ
が
し

　
　
照て

る
宮み

や

（
大
津
）
広ひ

ろ
樹き

山や
ま

野の

　
桜お

う
和か

（
杉
水
）
省し

ょ
う

三ぞ
う

山や
ま

口ぐ
ち

　
雅み

さ
き大

（
大
津
）
健け

ん
太た

森も
り

　
　
奏そ

う
太た

（
大
津
）
汐し

お
　り莉

川か
わ

山や
ま

　
英え

い
誓せ

い

（
美
咲
野
）
裕ひ

ろ
司し

大お
お

塚つ
か

　
絃い

と
寧ね

（
杉
水
）
康こ

う
平へ

い

淋そ
そ
ぎ

　
　
鈴す

ず
乃の

（
陣
内
）
建け

ん
人と

太お
お

田た

　
日ひ

和よ
り

（
引
水
）
和か

ず
　や哉

宇う

都つ
の

宮み
や

俐り

琉る

（
室

）

僚り
ょ
う

米よ
ね

村む
ら

　
光ひ

か
莉り

（
美
咲
野
）

麗れ
い

宮み
や

田た

　
珠し

ゅ
う

奈な

（
岩
坂
）

司つ
か
さ

河か
わ

津つ

　
楓ふ

う
大た

（
室

）

拓た
く

藤ふ
じ

本も
と

　
未み

来く

（
岩
坂
）
静し

ず
香か

佐さ

藤と
う

　
沙さ

南な

（
室

）
龍り

ゅ
う

治じ

大お
お

塚つ
か

　
朱し

ゅ
莉り

（
室

）

翼つ
ば
さ

髙た
か

木き

　
裕ひ

ろ
菜な

（
杉
水
）
雪ゆ

月づ
き

宇う

野の

　
澄す

み
玲れ

（
平
川
）
侑ゆ

里り

子こ

里さ
と

永な
が

　
　
晴は

る

（
大
津
）

仁じ
ん

杉す
ぎ

本も
と

　
　
楓か

え
で

（
室

）

忍し
の
ぶ

❖お誕生・おくやみのコーナーは、希望者のみ掲載しています
❖令和８年５月１日～令和８年５月31日届出分

須す

藤ど
う

　
恵け

い
子こ

71
歳

錦
野

桑く
わ

野の

ツ
ユ
子こ

100
歳

平
川

矢や

野の

　
忠た

だ
秋あ

き

52
歳

室

大お
お

山や
ま

　
律り

つ
子こ

92
歳

大
津

石い
し

本も
と

　
英ふ

さ
子こ

73
歳

―

中な
か

村む
ら

　
ヨ
シ

92
歳

引
水

水み
ず

島し
ま

　
源も

と
葊ひ

ろ

69
歳

大
津

松ま
つ

永な
が

　
文ふ

み
子こ

84
歳

杉
水

古ふ
る

庄し
ょ
う

　
定さ

だ
男お

88
歳

平
川

藤ふ
じ

原わ
ら

　
熊く

ま
男お

93
歳

矢
護
川

小こ

西に
し

　
三み

つ
鶴る

94
歳

大
林

粟あ
わ

田た

　
静せ

い
子こ

91
歳

岩
坂

魚う
お

野の

　
孝た

か
幸ゆ

き

89
歳

平
川

芹せ
り

川か
わ

　
幸ゆ

き
男お

96
歳

矢
護
川

園そ
の

田だ

　
豊と

よ
美み

58
歳

―

奥お
く

村む
ら

　
敏と

し
弘ひ

ろ

86
歳

陣
内

石い
し

原は
ら

　
順じ

ゅ
ん

一い
ち

73
歳

大
津

坂さ
か

本も
と

　
惠け

い
子こ

92
歳

灰
塚

令和８年５月12日給食献立
� 大津町学校給食センター

麺 類ミートスパゲティ

作り方（所要時間 約35分）
① �タマネギ・ニンジンはみじん切りにする。
② � �赤みそはウスターソースで溶いておく。
③ �大豆ミートは水戻しして、水気を絞っておく。
④ �フライパンに油を入れて熱し、おろしにんにくを

入れて香りが出るまで弱火で炒める。
⑤ �④にタマネギ・ニンジンを加えてしんなりするま

で中火で炒める。
⑥ �⑤に豚ひき肉・大豆ミート・赤ワインを加えて肉

の色が変わるまで炒める。
⑦ �⑥に調味料 A・グリンピースを加え、煮込む。
⑧ �鍋に湯をわかし、塩を入れ、スパゲティを入れて

表示時間通りにゆでる。
⑨ �スパゲティの水気を切り、器に盛り、⑦をかけた

らできあがり。
※ �給食ではソースを麺にからめて提供しています。

栄養価（１人当たり）
エネルギー �  586kcal
タンパク質 �  29.0g
脂質 �  13.2g
カルシウム �  64mg
鉄 �  2.6mg
ビタミンＡ �  416µgRAE
� （レチノール当量）
ビタミンＢ1 �  0.64mg
ビタミンＢ2 �  0.22mg
食塩相当量 �  3.0g

タマネギ �  1・1/2個
ニンジン �  1/2本
大豆ミート（粒状） �  40ｇ
油 �  小さじ1
おろしにんにく �  小さじ1/2
豚ひき肉 �  240ｇ
赤ワイン �  小さじ1・1/2
冷凍グリンピース �  40ｇ
塩 �  水1ℓに対して小さじ1
スパゲティ �  160ｇ
　 赤みそ �  大さじ1強
　 ウスターソース �  50㏄
　 トマトケチャップ
　  �  大さじ6弱
　 デミグラスソース
　  �  大さじ2
　 三温糖 �  小さじ2弱

材料（４人分）

大津川
かわ

上
かみ

　漣
れん

椛
か

ちゃん ９カ月

すくすく元気に育ってね♡♡
響
ひびき

パパ　美
み
優
ゅう

ママ

Ａ

からいもくんがゆく
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相　談 日　　時 場　所

人権啓発福祉センター　☎096（293）7920　老人福祉センター　☎096（293）2027

心配ごと
相　　談

７ / ６（月） 13：30～15：30 人権啓発福祉センター

７ / ７（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

７ /14（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

７ /28（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

心配ごと
児童相談 ７ /21（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

役場住民課　☎096（293）3112

行政相談 ７ /16（木） 10：00～12：00 住民相談室

法律相談
（要予約）

７ / ９（木） 10：00～12：00 住民相談室

７ /23（木） 10：00～12：00 住民相談室

年金相談
（要予約） ７ /17（金） 10：00～15：00 住民相談室

教育支援センター　☎096（293）2231

教育相談
（要予約） 毎週月～金 8：30～17：00 教育支援センター

地域包括支援センター　☎096（292）0770

もの忘れ相談
（要予約） ７ /16（木） 9：30～12：00 役場１階

相談室101・102
消費生活
相　　談 毎週火・金 10：00～12：00

13：00～16：00
役場２階

相談室201
　火曜・金曜は大津町☎096（293）3111、月曜・木曜は菊陽町☎096（232）2112、
　水曜は西原村☎096（279）3172で消費生活相談を受けることができます。

ジョブカフェ・菊池ブランチ　☎0968（25）4645

就職無料
相　　談

（要予約）
７ /24（金） 13：30～16：00 役場1階

相談室101

外国人相談窓口　☎096（293）3111　開設日は変更になる場合があります

ス ペ イ ン 語
ポルトガル語
英 　 　 語

毎週水 8：30～17：00 役場総合案内

中 国 語
台 湾 語

毎週火 8：30～15：30 役場総合案内

毎週金 9：00～16：00 役場総合案内

７

令和６年６月末現在まちまちのの人口人口
人口 36,657人 （＋72人）

男 18,528人 （＋34人）

女 18,129人 （＋38人）

世帯数 17,366世帯 （＋93世帯）

●出生／ 23人
●死亡／ 32人
●転入／ 247人 
●転出／ 166人
※増減は前月比

参考

令和８年５月末現在

※当番医は変更される 
場合があります。最新 
情報は、菊池郡市医師
会☎0968（25）3300
にご確認ください。

休日当番医・薬局
菊池郡市
医師会は
こちら ▼

７月５日
（日）

牧診療所（内） 菊池市 0968（25）2317

合志渡邉内科クリニック
（内・神内） 合志市 096（285）9720

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

大津なかしま皮膚科・美容皮膚
科（皮・ア） 大津町 096（294）7770

７月12日
（日）

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

光進会クリニック
（内・糖内・内分泌内） 大津町 096（294）8888

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

７月19日
（日）

はなぶさクリニック
（内・呼内・循内・糖内・ア） 大津町 096（282）8555

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

緒方整形外科医院
（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

７月20日
（月）
海の日

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

仁誠会クリニック大津（内） 菊陽町 096（232）9595

菊池中央病院（外） 菊池市 0968（25）3141

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

７月26日
（日）

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

樽美外科整形外科医院
（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

８月２日
（日）

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

三隅内科医院（内） 合志市 096（248）6161

岩本整形外科（整・リハ・リウ） 合志市 096（223）8899

そうま眼科（眼） 菊陽町 096（340）5520

月７
菊池郡市
薬剤師会
はこちら ▼

安全安全安心安心おおづまちおおづまち
大津警察署�
☎096（294）0110

熊本県警察
シンボルマスコット

ゆっぴー

刑法犯認知件数
（令和８年４月集計）

区 分 ４月中
（前年同期比）

本年累計
（前年同期比）

大津署管内 46（+6） 173（+42）
うち大津町 21（+10） 65（+28）

主な
発生犯罪 自転車盗、万引き

※（ 　）内の数値は前年同期比
※死者数は30日以内死亡の場合

交通事故状況
（令和８年４月集計）

区 分
大 津 署 管 内 う ち 大 津 町
３月中 本年累計 ４月中 本年累計

発生件数 14（－5） 80（+6） 6（－5） 39（+9）
死 者 数 0（±0） 1（+1） 0（±0） 0（±0）
傷 者 数 23（－7） 107（+7） 11（－5） 52（+11）

７月の再生資源集団回収
団体名 活動日 活動場所 注意点

町商工会女性部 ７月18日(土) 
午前９時～11時

町生涯学習センター
東側砂利駐車場 雨の場合は中止

●問い合わせ　大津町商工会
　　　　　　☎096（293）3421
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広報が読める
スマホアプリ

　

先
日
、
他
の
市
町
村
の
広

報
担
当
者
が
集
ま
る
会
に
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
広
報
の
仕
事
と

は「
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発

信
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

先
輩
方
が
語
る
広
報
の
世
界

は
、
情
熱
的
で
面
白
い
も
の

ば
か
り
。

　

今
の
私
に
は
ま
だ
そ
ん
な

風
に
自
分
の
仕
事
を
魅
力
的

に
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
き
な
刺
激
を
も
ら
っ
た
一

日
で
し
た
。
次
皆
さ
ん
に
お

会
い
す
る
と
き
は
広
報
の
魅

力
を
自
分
の
言
葉
で
面
白
く

語
れ
る
よ
う
、
日
々
の
業
務

に
い
っ
そ
う
励
み
ま
す
。
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大津町の情報
発信はこちら

町ホーム
ページ▼

防災行政無線の情報は次の電話番号で
聞き返すことができます。

☎096（292）9415

防災行政無線
聞き直し

Public Relations
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